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　児童数の減少や施設の老朽化などから、千草保育園、若草保育園、三葉保育園を統合し、平成25年4月３日に「た
てしな保育園」が誕生しました。
　立科町では、平成20年7月に「子育て支援あり方検討懇話会」を設置し、急速に進む少子化社会に対応するための
子育てのあり方について検討を開始。翌年に「立科町保育所整備検討委員会」、22年度に「保育所整備審議会」を設
け、統合保育園の建設を町長に答申。23年度に「立科町保育所建設委員会」を設置し、百を超える意見や要望を充分
検討しました。そして、平成24年5月に建設工事を開始し、工事が順調に進み、平成25年2月8日に竣工しました。
　「たてしな保育園」の名称は、誰にも親しみやすく、町の未来を背負う子どもたちの健やかな成長を願って、多く
の応募の中から選ばれました。
　施設面では、建物の91％を立科町の唐松材を使用し、給食室を電化厨房設備にして衛生・安全面を高めました。
400㎡の広さの遊戯室は緊急時の避難場所としても活用されます。
 また、保護者とコミュニケーションを深めるため、今まで玄関で行っていたお預かり・お引渡しを各クラスの前で
行う配置にしました。
　保育内容は、「立科教育の入り口としての幼児教育の充実」を図ることを目指し、保育目標に「心身ともに健康で
いきいきした子ども」を掲げました。
　子ども達が、新しい保育園に一日も早く慣れて楽しく元気に過ごすことを願っています。

　（1） 笑顔で明るくあいさつのできる子ども 
　（2） 元気いっぱい遊べる子ども
　（3） もりもり進んで食べる子ども
　（4） 思いやりのある心豊かな子ども
　（5） 自分で考えてやろうとする子ども

　・養護と教育を一体的に行い、
　　子どもの発達を援助する。
　・保護者の気持ちを受け止め、
　　共に子育てをする。

　   統合保育園 たてしな 保育園が 4月3日に開園

１　保育理念

２　たてしな保育園保育目標

めざす子ども像

保　育　方　針

「子どもの最善の利益を考慮し、健全な心身の発達を図り、生きる力の基礎を培います。」

心身ともに健康でいきいきした子ども
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算予初当平　成
25年度

　３月に開かれた平成25年立科町議会第１回定例会で、予算額40億円の一般会計と、７つの特別会計・２つの公営
企業会計を含めた総額72億978万の当初予算が可決されました。
　「子育て支援」「立科教育」「環境（自然・水、歴史・文化）」「産業振興支援」「高齢者福祉」の５つに重点をおくと
ともに、継続事業においても必要性･事業効果等を検討した予算編成を行いました。
　平成25年度の一般会計は、前年度予算と比較して、額で２億円、率にして5.3％の増となりました。また、特別会
計等を含めた予算額全体では、前年度当初予算と比較して、額で２億4,352万円、率にして3.3％の減となりました。

平
成
25
年
度

一
般
会
計
予
算
の
概
要

　
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
歳
出
総
額
は
、

40
億
円
で
、
前
年
度
よ
り
２
億
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

歳
　
入

　
町
税
は
、
固
定
資
産
税
に
お
い
て
は
家
屋
・
償
却

資
産
の
増
に
よ
る
増
額
を
見
込
ん
だ
一
方
、
個
人
町

民
税
で
減
額
を
見
込
み
、
町
税
全
体
で
４
０
９
万
円

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
予
算
総
額
の
41
・
０
％
を
占

め
る
地
方
交
付
税
は
、
16
億
４
０
０
０
万
円
を
見
込

み
ま
し
た
。
ま
た
、
町
債
は
、
普
通
交
付
税
の
代
替

財
源
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
は
昨
年
と
同
額
の
１

億
８
０
０
０
万
円
を
計
上
し
、
新
た
に
辺
地
対
策
事

業
債
１
６
４
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

歳
　
出

　
目
的
別
に
み
る
と
、
民
生
費
が
８
億
６
７
５
３
万

円
（
21
・
６
％
）
と
最
も
多
く
、
続
い
て
土
木
費
７

億
１
３
７
５
万
円
（
17
・
８
％
）、
総
務
費
６
億
９

０
８
７
万
円
（
17
・
３
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
性
質
別
に
み
る
と
、
普
通
建
設
事
業
費
が
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
道
路
整
備
事
業
の
増
に
よ
り
、

１
億
１
１
５
０
万
円
の
増
（
前
年
度
比
51
・
２
％

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
佐
久
医
療
セ
ン

タ
ー
建
設
費
・
佐
久
市
新
斎
場
建
設
費
・
川
西
赤
十

字
病
院
運
営
費
補
助
等
の
負
担
金
増
に
よ
り
、
補
助

費
等
が
、
６
８
２
８
万
円
の
増
（
前
年
比
10
・
９
％

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総　　額	 72億978万円
一般会計	 40億円
特別会計（９会計）	32億978万円

財政係

　
本
定
例
会
は
、
予
算
関
係
で
は
一

般
会
計
予
算
及
び
特
別
会
計
の
平
成

25
年
度
予
算
10
件
、
平
成
24
年
度
補

正
予
算
９
件
が
、
条
例
関
係
で
は

ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
た
て
し
な
の
法
人

化
に
関
連
す
る
条
例
の
改
正
、
立
科

町
国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
（
13

ペ
ー
ジ
参
照
）
な
ど
14
件
が
審
議
さ

れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
の
補
正
予
算
に
係
る
防
災

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
を
計
上
し

た
、
一
般
会
計
補
正
予
算
第
６
号
を

追
加
提
案
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
事
案
件
で
は
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
に
山
浦
正
志
氏

（
古
町
）
が
議
会
の
同
意
を
得
て
選

任
さ
れ
ま
し
た
。（
11
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
平
成
25
年
第
１
回
定
例
議
会
が
３

月
４
日
か
ら
15
日
ま
で
開
催
さ
れ
、

町
長
よ
り
提
出
し
た
全
議
案
が
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
定
例
議
会
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自主財源
16億1,167万円
（40.3％）依存財源

23億8,833万円
（59.7％）

町税
8億657万円
（20.2％）

地方交付税
16億4,000万円
（41.0％）

管理市町のため、川西保健衛生施設組合
交付税分9,337万円が含まれています。

財産収入
　   1億2,476万円（3.1％）

その他 ※1　1億6,850万円（4.2％）
県支出金
1億7,298万円（4.3％）

国庫支出金
2億1,045万円（5.3％）

町債  1億9,640万円（4.9％）

諸収入
　   1億1,462万円（2.9％）

使用料及び手数料
　   1億4,094万円（3.5％）

繰越金  6,000万円（1.5％）

繰入金  3億281万円（7.6％）

分担金及び負担金
　　　  4,185万円（1.0％）
寄附金  2,012万円（0.5％）

個人町民税 2億6,436万円
法人町民税 5,707万円
固定資産税 4億2,669万円
軽自動車税 2,274万円
町たばこ税 3,763万円
入湯税 216万円

町税の内訳
個人町民税 2億5,564万円
法人町民税 5,084万円
固定資産税 4億3,260万円
軽自動車税 2,294万円
町たばこ税 4,023万円
入湯税 432万円

個人町民税 2億6,436万円
法人町民税 5,707万円
固定資産税 4億2,669万円
軽自動車税 2,274万円
町たばこ税 3,763万円
入湯税 216万円

※1その他の内訳

［　　　　　 　　　 ］

地方譲与税、利子割交付金、
配当割交付金、株式等譲渡
所得割交付金、地方消費税
交付金、ゴルフ場利用税交
付金、自動車取得税交付金、
地方特例交付金、交通安全
対策特別交付金

衛生費
4億46万円
（10.0％）

農林水産業費　1億8,457万円（4.6％）商工費　2億7,019万円（6.8％）

消防費　1億3,844万円（3.5％）

教育費　2億8,643万円（7.2％）

災害復旧費　  420万円（0.1％）

予備費　2,600万円（0.7％） 議会費　6,952万円（1.7％）

総務費
6億9,087万円
（17.3％）

公債費
3億4,804万円（8.7％）

民生費
8億6,753万円
（21.6％）土木費

7億1,375万円
（17.8％）

義務的経費
14億1,099万円
（35.3％）

理事者、町議会議員、
職員の給料等（人件費）
7億5,507万円（18.9％）

法令等に基づき給付される
お金や物品など（扶助費）
3億788万円（7.7％）

町の借金を返すための経費（公債費）
3億4,804万円（8.7％）

建設事業にかかる経費（普通建設事業費）
3億2,948万円（8.2％）

災害復旧にかかる経費（災害復旧事業費）
420万円（0.1％）

一般会計、特別会計、基金の
間で支出される経費（繰出金）
7億805万円（17.7％）

各種団体等に支出されるお金
（補助費等）
6億9,209万円（17.3％）

公共施設の光熱水費等の
消費的な経費（物件費）
6億8,646万円（17.2％）

公共施設の修繕等にかかる経費
（維持補修費）
4,580万円（1.1％）

積立金
1,633万円（0.4％）

貸付金　8,060万円（2.0％） 予備費　2,600万円（0.7％）

その他経費
22億5,533万円
（56.4％）

投資的経費
3億3,368万円
（8.3％）

歳  入

歳  出
（目的別）

歳  出
（性質別）
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特
別
会
計

会      計      名
歳入歳出予算額

前年度比
25年度 24年度 増減額

住宅改修資金貸付事業 2,726 3,413 △687 △ 20.1

白樺高原下水道事業 53,313 40,951 12,362 30.2

国民健康保険 840,000 833,000 7,000 0.8

下水道事業 409,065 449,309 △ 40,244 △ 9.0

介護保険 855,000 780,500 74,500 9.5

ハートフルケアたてしな事業 47,169 528,007 △ 480,838 △ 91.1

後期高齢者医療 64,210 64,500 △ 290 △ 0.4

合        計 2,271,483 2,699,680 △ 428,197 △ 15.9

会      計      名
歳入歳出予算額

前年度比
25年度 24年度 増減額

一 般 会 計 4,000,000 3,800,000 200,000 5.3

合　　　計

歳出予算額比較
前年度比

25年度 24年度 増減額

7,209,777 7,453,300 △ 243,523 △ 3.3

公
営
企
業
会
計

会      計      名
収　　入 支　　出 増減額

前年度比
25年度 24年度 25年度 24年度 収入 支出

水道事業
収益的 260,580 264,269 260,580 264,269 △3,689 △3,689 △1.4

資本的 2,473 2,231 140,469 156,829 242 △16,360 △10.4

索道事業
収益的 450,000 450,700 450,000 450,700 △700 △700 △0.2

資本的 0 0 87,245 81,822 0 5,423 6.6

合        計 713,053 717,200 938,294 953,620 △4,147 △15,326 △1.6

※公営企業会計は支出の額を予算規模としました。

平成25年度  立科町一般会計ほか
全会計当初予算と前年度当初予算との比較

単位：千円、％
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子育て支援

高齢者福祉

立 科 教 育

産業振興支援

その他新規事業

平成25年度　立科町の新規事業・重点事業

　平成25年度は「子育て支援」「立科教育」「環境（自然・水、歴史・文化）」「産業振興支援」
「高齢者福祉」の５つの柱を重点項目としました。各項目における新規・重点事業は以下のとおりです。

●	未熟児養育医療給付事業	 30万円
　  ≪新規≫

●	保育所運営費	   7,656万円

●	児童館運営事業	 814万円

●	福祉医療給付事業	 4,639万円

●	介護予防パワーアップ教室	 22万円
	 （介護保険特別会計）≪新規≫

●	居宅介護支援事業	  1,037万円

●	敬老の日事業	 186万円

●	高齢者共同住宅事業	 867万円

●	立科教育推進事業	 1,278万円
	 小・中・高に重点支援講師を配置≪新規≫

●	学力向上事業	 53万円
	 学力向上つまづきテストの実施≪新規≫

●	蓼科高校通学車輌運行補助事業	 600万円
　  ≪拡充≫

● 特別支援教育事業	 1,178万円

●	ごみ減量化推進事業	 43万円
	 ダンボールコンポストによる生ごみの　
	 減量化事業≪新規≫

●	文化財保護事業	 231万円

● 笠取峠のマツ並木樹勢回復事業	 166万円

● 耕作放棄地再生利用緊急対策事業	 420万円
	 耕作放棄地解消のため、そば栽培を推進
	 ≪新規≫

●	ワイン用ぶどう栽培事業	 681万円
　  ≪新規≫

● 雇用促進事業	 90万円

● 都市農村交流事業	 1,083万円
　  （クラインガルテン・交流促進センター等）

● 社会資本整備総合交付金	 1億1,525万円
　  道路整備事業

●	川西赤十字病院  運営費補助	 1,920万円

● 地理空間情報活用推進事業	 5,881万円

● 公衆トイレ等整備工事	 1,640万円
　 （辺地対策事業)

● 不妊治療助成事業	 60万円

環境（自然・水、
歴史・文化）
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平成25年度の主な事業（一般会計　新規･重点事業掲載分は除く）

	
権現の湯運営費	 8,399 万円
参議院議員通常選挙執行経費	 854 万円
地域ブランド構築事業	 520 万円
地域情報通信事業	 705 万円
	
	
障害者支援事業	 1億2,818 万円
社会福祉協議会補助金	 242 万円
人権政策推進費	 333 万円
	
	
成人老人保健事業（各種検診、人間ドック補助他）	 1,521 万円
母子保健事業費（妊婦・乳児健康診査他、不妊治療助成・未熟児養育医療除く）	 860 万円
予防接種事業	 2,527 万円
一般廃棄物収集運搬事業費（川西保健衛生施設組合負担金除く）	 2,459 万円
佐久医療センター事業費補助金（佐久広域連合負担金）	 6,690 万円
佐久市新斎場建設費負担金	 1,345 万円
	
	
新規作物栽培・加工品開発事業	 320 万円
土地改良事業補助金（県営ため池等整備事業他）	 1,627 万円
有害鳥獣駆除対策事業費（有害鳥獣駆除対策協議会貸付金含む）	 231 万円
森林整備費（松くい虫等防除・森林造成事業経費他）	 2,802 万円
	
	
商工会補助金	 805 万円
地域交通対策経費	 3,866 万円
観光振興費（パンフレット・ＣＭ他）	 1,470 万円
観光協会等補助金・各種事業負担金	 1,131 万円
	
	
町道維持修繕工事費	 1,000 万円
町道除雪経費（除雪委託料・凍結防止剤購入費）	 998 万円
道路新設改良舗装経費	 9,173 万円
町営住宅維持管理費	 225 万円
	
	
消防施設整備事業費（消防庫建設・消防備品等）	 908 万円
防災マップ等作成	 215 万円
防犯灯電気料・地区防犯灯電気料補助	 75 万円

小学校運営費	 4,373 万円
中学校運営費	 4,751 万円
社会教育費	 1,826 万円
社会体育費	 1,539 万円

立科町マスコットキャラクター「しいなちゃん」

たてしなスマイル交通

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費
教育費
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町民一人あたりの歳出（人口：7,777人　平成25年2月1日現在）

予算を.「家計」に例えると？
　立科町の1年間の収入と支出（一般会計予算額40億円）を年間の収支が500万円の家計に例えてみます。

食費（人件費） 94万円
医療費（扶助費） 38万円
ローン返済（公債費） 43万円

自治会費・習い事代（補助費等） 87万円
車や家の維持・修理代（維持補修費） 6万円
光熱水費・電話・消耗品（物件費） 86万円
子どもへの仕送り（繰出金） 89万円
自動車購入費（建設事業費等） 42万円
貯金（積立金） 2万円
その他 13万円
合計 500万円

立科町の家計簿 （もし年間の収支が500万円の家計だったら）
支　　出

給料（町税） 100万円
諸手当（使用料等） 63万円
貯金の取崩し（繰入金） 38万円
親の収入（交付税・国県支出金） 274万円
銀行からの借り入れ（町債） 25万円
合計 500万円

収　　入

食費（人件費）・医療費（扶助費）・ロー
ン返済（公債費）は「義務的経費」呼ば
れています。これが多いと、家計にあまり
余裕がないことを意味します。
立科町の歳出総額に占める義務的経費の
割合は35.3％です。

●健康を守るために	 25,144円 ●高齢者や児童福祉等に	111,551円 ●教育や文化等の振興に	 36,831円

●道路・河川・住宅環境に	92,317円 ●日常生活の環境整備に	26,349円 ●観光・商工業の振興に	 34,742円

●農林業の振興に	 23,732円 ●防災・救急のために	 17,801円 ●一般行政経費に	 145,870円
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　行政活動における１年間の資
金の収入と支出の流れを性質別
に分けて表示したものです。行
政にかかる純粋なコストが明ら
かになります。行政サービスの
中には有形固定資産の減価償却
や退職手当引当金繰入等の実際
の現金支出を伴わないコストも
含まれます。

当期収支

経常的収支（下の２つに含まれないもの）
公共資産整備収支（普通建設事業費・それに対する特定財源）
投資･財務的収支 （貸付金や出資金などとそれに対する特定財源）
 （地方債元金償還金などとそれに対する特定財源）

217

1,391
△354
△820

548

764

(

期首資金残高

期末資金残高

資金収支計算書

　年度末時点（３月31日）に行政サービス提供に利用する資産や売却可能な資産をどれだけ保有してい
るのかと、その資産をどのような財源で賄ってきたかを示したものです。

負 債 の 部

貸借対照表

・公共資産 17,078
  （道路・公共施設など）

・投資等 3,951
  （基金・出資金など）

・流動資産 1,817
  （現金・未収金など）

　うち歳計現金 764

・固定負債（地方債・退職手当引当金など） 3,776
・流動負債（翌年度償還予定地方債など） 397

純 資 産 の 部
（国・県支出金・一般財源の累計額）

負債合計 4,174

負債・純資産合計 22,846

純資産合計 18,672

資産合計 22,846

（単位：百万円）

（単位：百万円）

　１年間の行政活動のうち、福祉活動や教育といった資産形成につな
がらない行政サービスにかかる経費と、その行政サービスの対価とし
て直接得られた財源を対比させたものです。

●立科町の普通会計の範囲
　・一般会計
　・住宅改修資金貸付事業特別会計
　・白樺高原下水道事業特別会計
　・下水道事業特別会計（一部）
　・ハートフルケアたてしな事業会計（一部）

経常行政コスト（Ａ）
　　　人にかかるコスト（職員の給料・退職手当など）
　　　物にかかるコスト（光熱水費・修繕費・減価償却費など）
　　　移転収支的なコスト（社会保障給付・各種団体への補助金など）
　　　その他のコスト（地方債の利子など）

4,208
942
1,603
1,627
35
337
3,871

行政コスト計算書

（単位：百万円）

＜資産＞
行政サービス
提供に利用さ
れる財産

＜負債＞
将来世代の負担
で返済する責務

＜純資産＞
国・県の負担や
現世代までが既
に負担した分

経常収益（Ｂ）（手数料などの行政サービス提供の対価）
純経常行政コスト（Ａ）－（Ｂ）

　貸借対照表の純資産の部について、１年
間にどのように増減したかを示すものです。

期首純資産残高
純経常行政コスト
財源調達
期末純資産残高

18,935
△3,871
3,609
18,672

純資産変動計算書

（単位：百万円）

内訳

内訳

資 産 の 部

財務書類４表の公表について（平成23年度普通会計決算）

　平成23年度普通会計決算について、新地方公会計制度の総務省方式改訂モデルにより財務書類４表を作成しました
ので、概要をお知らせします。

　地方債の発行・償還や財政調整基金・減債基金の積立・取崩しを除いた基礎的財政収支（プライマリーバランス）
は、241百万円のプラスでした。引き続き健全財政の運営に努めます。
（注）表示単位で四捨五入等の端数処理をしているため、合計が一致しない箇所があります。

普通会計財務書類４表
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自転車安全利用五則

　固定資産評価審査委員は、固定資産課税台帳に登録された事項に関する不服の審査及び決定に対し、中立的、専門
的な立場から審査し、課税の公平を期する者として、学織経験を有する者のうちから、町長が議会の同意を得て選任
することになっています。
　この度４期に亘りご活躍いただきました荻原裕氏の後任として、山浦正志氏（古町）が新
たに固定資産評価審査委員に選任されました。
　任期は、平成25年４月１日から平成28年３月31日までの３年間です。

固定資産評価審査委員構成

固定資産評価審査委員の選任について 庶務係

職　名 氏　名 委員任期
委　　　員 市 川 　 芳 久 平成26年３月31日
委　　　員 立 野 　 孝 一 平成27年３月31日
委　　　員 山 浦 　 正 志 平成28年３月31日 山浦正志 氏（古町）

交通安全
庶務係春の全国交通安全運動

運動のスローガン

運動の基本

「信濃路は  ゆとりの笑顔と  ゆずりあい」

子どもと高齢者の交通事故防止

自転車の安全利用の推進（特に、自転車安全利用五則の周知徹底）
　自転車も車の一員です。ルールを守って安全に運転しましょう。

全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　ベルト非着用者の致死率は、着用者の約15倍にもなります。シー
トベルト・チャイルドシートは命を守る大切なアイテムです。全座
席で必ず着用しましょう。

飲酒運転の根絶
　「飲んだら乗らない」「乗るなら飲まない」「乗る人には飲ませな
い」「飲んだ人には運転させない」の「飲酒運転四（し）ない運動を
実践しましょう。

横断中・歩行中の交通事故防止
　歩行・横断中の事故が多く発生しています。

（前年より約４%増）歩行者は夜光反射材や
自発光材を着用し、自分の身を守りましょう。
また、運転者も夕暮れ時は早めにライトを点
灯し、スピードを落として安全運転に務めま
しょう。

  平成25年度東信地区交通災害共済の加入推
進がこの３月末をもちまして終了しましたが、
今後も加入を受付けております。加入を希望
される方は役場庶務係までお願いします。

東信地区交通災害共済申し込みの
お忘れはないですか

４月６日㈯～15日㈪

全国重点 長野県重点

① 自転車は、車道が原則、歩道は例外
② 車道は左側を通行
③ 歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
④ 安全ルールを守る
　　・飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　　 ・夜間はライト点灯
　　 ・交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
⑤ 子どもはヘルメットを着用
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税務係

確定申告を忘れていたとき

税額を少なく申告していたとき

税額を多く申告していたとき

　確定申告をしなければならないのに、確定申告をすることを忘れていたときは、できるだけ早く申告するようにし
てください。申告の必要があるにもかかわらず、確定申告をしなかった場合には、調査に基づき税務署長が所得金額
や税額を決定します。
　なお、税務署長が決定を行う場合や提出期限に遅れて申告した場合などには、新たに加算税が賦課される場合があ
るほか、法定納期限の翌日から納付日までの延滞税を併せて納付しなければなりませんので、ご注意ください。

　確定申告書を提出した後で、税額を少なく申告していたことに気付いたときは、「修正申告」をして正しい税額に
修正してください。
　なお、修正申告によって新たに納める税額は、修正申告書を提出する日（納期限）までに、延滞税と併せて納めてください。

　修正申告書に必要事項を記入して、納税地を所轄する税務署長に提出してください。
修正申告書は、国税庁ホームページからダウンロードできます（税務署にも用意してあります。）。
　修正申告は、税務署長から更正を受けるまではいつでもできますが、修正申告によって納める税額に
は、法定納期限（平成24年分の所得税は平成25年３月15日㈮、消費税及び地方消費税は平成25年４月
１日㈪）の翌日から納付する日までの期間について延滞税がかかりますので、できるだけ早く申告・納
付するようにしてください。また、修正申告をする場合や、税務署長が更正を行う場合には、新たに加
算税が賦課される場合があります。

　確定申告書を提出した後で、税額を多く申告していたことに気付いたときは、「更正の請求」をして正しい税額へ
の訂正を求めることができます。請求内容が正当と認められたときは、正しい税額に減額されます。

　更正の請求書に必要事項を記入し、請求に係る証拠書類を添付して、納税地を所轄する税務署長に提
出してください。
　更正の請求書は、国税庁ホームページからダウンロードできます（税務署にも用意してあります。）。
更正の請求書は、次の期間内に提出してください。
● 平成23年分、平成24年分…… 法定申告期限から５年以内

● 期限内に納付できなかった場合は……
　期限内に納付できなかった場合や、振替口座の残高不足等で振替できなかった場合には、法定納期限の翌日から納
付の日まで延滞税がかかります。
　この場合、金融機関（日本銀行歳入代理店）又は所轄の税務署の納税窓口で本税と延滞税を併せて納付していただ
くことになります。
※納付書は、税務署又は所轄の税務署管内の金融機関に用意しています。
　また、金融機関に納付書がない場合には、所轄の税務署にご連絡ください。
　なお、平成25年中における延滞税の割合は、次のとおりです。
① 納期限の翌日から２か月を経過する日までは、年4.3％の割合
② 納期限の翌日から２か月を経過する日の翌日以後については、年14.6％の割合

● 平成24年分の確定申告の振替納付日は、次表のとおりです。
平成24年分の所得税の確定申告 平成25年４月22日㈪
平成24年分の個人事業者の消費税及び地方消費税の確定申告 平成25年４月24日㈬

※確実に振替納付できるよう、振替納付日の前日までに預貯金残高の確認をお願いします。

手続き

手続き

期　間

期　間

※更正の請求、修正申告などの手続などについて、お分かりにならない点がありましたら国税庁ホームページを
ご覧いただくか、佐久税務署にお尋ねください。
佐久税務署　電話  0267−67−3460　　─ 税に関する情報は国税庁ホームページへ　www.nta.go.jp ─
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国民健康保険からのお知らせ

　国民健康保険は、いざという時に経済的に心配なく安心してお医者さんにかかることができるように、加入者の皆
さんがお金を出し合い、みんなで助け合おうとする制度です。
　国保税は目的税で、加入者の保険税により給付費をまかなう事が基本です。今回国保財政が年々厳しさを増す中で、
旧税率（平成17年改定）のままでは赤字経営となり、健全な運営ができないため、下記表のとおり税率改定を行うこ
とになりました。
　今後もより一層国民健康保険事業の適正化に努めてまいりますので、ご理解とご協力をお願いします。

国民健康保険税　税率表

他市町村
との比較

一人当たり国保税額（平均） 国保税収入と医療費の推移

〈所得金額の少ない世帯への軽減措置〉
　引き続き、所得金額の少ない世帯に対する、均等割、平等割の７割・５割・２割の軽減措置があります。

区　　　分 現　行 改定後

所 得 割
（世帯の国保加入者の
前年の所得に応じて計
算されます。）

医 　 療 　 分 4.2% 5.2%

後期高齢者支援金分 1.1% 1.3%

介護納付金分 1.3% 1.9%

資 産 割
（世帯の国保加入者の
固定資産税に応じて計
算されます。）

医 　 療 　 分 21.0% 22.0%

後期高齢者支援金分 7.5% 8.0%

介護納付金分 8.3% 8.8%

均 等 割
（国保加入者一人当たり
の金額で世帯の加入人数
に応じて計算されます。）

医 　 療 　 分 18,000円 20,000円

後期高齢者支援金分 4,000円 4,800円

介護納付金分 9,300円 9,500円

平 等 割
（国保加入者のいる全
世帯に負担いただきま
す。）

医 　 療 　 分 18,000円 20,000円

後期高齢者支援金分 4,000円 4,800円

介護納付金分 5,500円 5,700円

国保税改定の理由
　高齢化社会の進展や、医療技術の進歩に伴い国民健康保険加入者の医療費、後期高齢者支援金、介護納付金等の
負担が増えたことによるものです。財政調整基金（貯金）を取り崩すことで不足額を補い加入者の税負担軽減に努
めてきましたが、景気低迷の影響を受け、国保税収が伸び悩むなど、現在の税率では赤字経営となってしまいます。

23年度

立 科 町 70,468円

軽井沢町 94,030円

御代田町 89,318円

佐 久 市 74,544円

東 御 市 81,050円

67,200円
⬇

平成25年度一人あたり国保税額（平均）
税率改定後の見込額

77,500円

※平成20年度の国保税が減額になっているのは、75歳以上の加
入者が後期高齢者医療制度へ移行したためですが、その後は
景気低迷により伸び悩みの状態が続いています。

0
100
200
300
400
500
600
（百万円）

457 461
540

489 528

国保税

医療給付費

218
166 172 162 166

平　成
19年度

平　成
20年度

平　成
21年度

平　成
22年度

平　成
23年度

●39歳までと65歳～75歳未満の加入者のみの世帯は、医療
分＋後期高齢者支援金分が年間の国保税額となります。

●40歳～65歳未満の加入者がいる世帯は、医療分＋後期高
齢者支援金分+介護納付金分が年間の国保税額となります。

　全国の75歳以上の方の保険給付費の約４割分について、
全国の国保や社会保険などが、加入人数の割合に応じて負
担するものです。

　全国の介護給付費等の約３割分について、全国の国保や
社会保険などが、40歳～64歳までの加入人数の割合に応じ
て負担するものです。

後期高齢者支援金とは？

介護納付金とは？

平成25年度から 国民健康保険税の税率を改定します

平成24年度税率で計算した一人あたり国保税額（平均）
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　「社会福祉法人設立発起人会」（代表：宮澤政恒）では、法人認可機関である
長野県と協議・調整を図りながら、法人設立に向け準備を進めてきました。
　２月に県へ法人認可のための申請書類を提出し、審査会での審議を経て３月
７日に法人設立認可書の交付を受けました。
　これに伴い３月14日には法人の理事会・評議員会を開催し、理事長に宮澤政
恒氏を選任しました。また、総合施設長には佐藤繁信氏を任命し、この４月１
日から「社会福祉法人ハートフルケアたてしな」が発足しました。
今まで立科町でおこなっていた、徳花苑（特別養護老人ホーム）、デイサービスセンターむつみ・やすらぎ、
グループホームだんらん、訪問介護、居宅介護支援などの高齢者介護サービス事業について、「社会福祉法
人ハートフルケアたてしな」が引継いで運営していきます。
　社会福祉法人として、福祉サービスの主たる担い手であることを自覚し、高齢者介護サービスのより一層
の充実と向上を目指して、職員一丸となって取り組んでまいりますのでよろしくお願いします。介護につい
てご心配なことがございましたら365日ご相談をお受けしますのでお気軽にご連絡ください。
　なお、連絡先（電話番号56-1955・有線番号4501）については、今までと変わりありません。

　平成20年度より始まった「たてしな環境
フェア」は、平成23年度から単独で開催し
ており、昨年は10月14日㈰に権現山運動公
園屋内運動場をメイン会場に開催しました。
今年は７月15日㈪海の日に「たてしな環境
フェア2013」の開催を計画しております。
楽しくエコライフを学んでいただくイベン
トを行いたいと考えています。
　つきましては、個人・事業所で、この趣
旨にご賛同いただける実行委員さんを募集
致します。４月19日㈮までに実行委員会事
務局　役場町民課環境保健係へ申し込みを
お願いします。

「たてしな環境フェア」開催に伴う実行委員を募集

今年の町民まつり「立科えんでこ」は　　　　８月３日㈯に開催!!

社会福祉法人 ハートフルケアたてしな が
発足しました

　今年で24回目を迎える「立科えんでこ」の企画・運営に
携わっていただける方を町民の皆さんから募集いたします。
　今まで以上に、地域に根ざしたお祭りを創りあげるため、
意欲ある方の参加をお待ちしております。

４月30日㈫まで　

町民まつり実行委員会事務局
役場　町づくり推進係　　電話56−2311　有線2311

募集期限

お問い合わせ・申し込み先

ハートフルケア
たてしな

環境保健係 町づくり推進係

「町民まつり」の企画委員を募集します
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住宅用太陽光発電施設設置費補助金について

平成25年４月22日㈪～ 平成26年２月28日㈮
　補助金の申請額が予算額（300万円）を超えた
時点で、申請の受付を停止します。

　太陽電池モジュールの公称最大出力１kW当た
り２万円を助成。ただし、10万円を限度とします。

　町では、町民が住宅に太陽光発電システムを新
たに設置するのに要する経費に対し、予算の範囲
内で補助金を交付します。

　町内において、自らが居住する住宅に補助対象システム
を設置しようとする個人。

　補助金の交付決定を受けてから工事に着手し、平成26年
３月31日までに完成する太陽電池モジュール、架台、接続
箱等の購入・据付の工事に要する経費で、国が助成する住
宅用太陽光発電導入支援対策費補助金の申請をするもの。

　補助金申込に係る各種書類は、立科町役場町づくり推進
係へ提出してください。申請書等は、役場窓口またはホー
ムページからのものをご利用ください。

町づくり推進係	 TEL. 0267−56−2311
	 FAX. 0267−56−2310

申請受付期間

補助金額

対象者

対象経費

申請方法

お問い合わせ・お申し込み先

　町内の空き家を活用して、定住の促進と地域の活性化を目的
に、立科町空き家情報登録制度を実施しています。
　この制度は、賃貸又は売却を希望する物件情報を、所有者か
ら受け、町の空き家バンクへ登録しホームページ等に掲載して、
空き家の情報を提供していく制度です。利用希望者との交渉や
契約は、町と協定を結んだ専門業者に仲介を依頼するか、当事
者間で行う事とし、町による仲介業務は行いません。
　空き家の賃貸又は売買を希望される所有者の方がいらっしゃ
いましたら、町づくり推進係までご連絡ください。

【空き家バンクの登録から契約まで】
① 賃貸、売却物件の登録申込書（所有者）
② 現地調査（所有者・立科町職員・仲介業者）
③ 空き家バンク登録
④ 空き家情報の公開（町ホームページなど）
⑤ 利用登録申込（利用希望者）
⑥ 利用登録者に登録物件情報の提供
⑦ 利用物件申込（賃貸・売買希望者）
⑧ 利用物件申込者情報を所有者へ提供
⑨ 仲介業者又は、当事者により契約の交渉・締結

「空き家バンク」を活用してみませんか
立科町空き家情報登録制度

空き家を貸したい方・売りたい方

空き家の
提供者

立科町
空き家の
利用希望者

空き家バンク

③ 空き家登録

⑥ 利用者登録

① 登録申込 ④ 登録情報公開
　 ホームページ

② 現地調査
⑤ 利用者登録申込

⑥ 詳細登録情報提供

⑦ 利用物件申込契約書

③ 空き家登録通知

⑧ 希望者情報提供

⑨ 賃貸借・売買の交渉・契約は当事者間直接
　 又は宅軒業者の仲介により契約

直接契約又は宅建
業者の仲介による
契約
（どちらかを

選択します）

（借り手）

（買い手）

町づくり推進係

町づくり推進係
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番号 講　座　名 所要時間
の目安 担当係 番号 講　座　名 所要時間

の目安 担当係

1 議会とは 60分 議会事務局 24 町の文化財について 60分
社会教育課
社会教育
人権政策係

2 わが家の防災対策
～いざという時に～ 30分

総務課
庶務係

25 人権教育の推進 60分

3 わが家の防火
～自分の家は自分で守る～ 60分 26 男女共同参画社会実現に向けて 60分

4 応急手当の必要性
　～あなたにもできる応急手当～ 90分 27 白樺高原の観光　

～白樺高原観光実情～ 60分 観光課
観光係

5 防犯で安心のまちづくり 60分
28 農地の売買、転用、貸し借りを

行う時に 30分

農林課
農林係

6 防犯ボランティアと護身術 60分

7
交通安全
～交通事故に

遭わない起こさないために～
30分 29 農業者年金は

あなたに有利な制度です 30分

8 町の予算 60分 総務課
財政係 30 将来の地域農業について 30分

9 町税について 60分 総務課
税務係 31 農産物の表示について 30分

10 悪質商法にあわないために 30分 町民課
住民係 32 農畜産物認証制度の活用について 30分

11 皆で支える介護保険 60分

町民課
福祉係

33 農業制度資金について 30分

12 高齢者医療制度について 30分 34 米づくりの本来あるべき姿の
実現に向けて 30分

13 地域をつくる福祉施策 40分 35 立科町農業の移り変わり 30分
14 障がい者支援について 40分 36 「グリーンツーリズム」について 30分

15 「健康な町づくりのために」 60分

町民課
環境保健係

37 間伐の推進について　
～松くい虫とは？～ 60分

16 「心豊かな生活のために」 60分 38 町の広報・広聴 30分

町づくり
推進課
町づくり
推進係

17 国民健康保険について 60分 39 情報公開と個人情報保護制度 30分

18 食育　親子でクッキング 60～90
分 40 町の商工業について 30分

19 ごみの分別について 60分 41 地域交通対策 30分
20 生ごみの減量化について 40分

42
「ふるさと　たてしな　座談会」
～町長と、語り合いで

まちづくり～
90分

21 家庭の省エネ術 60分

22 生活習慣病予防
＜基本編＞＜食生活編＞＜運動編＞

60～90
分 43 ふれ愛と安心の町づくり 40分

社会福祉
協議会　

23 社会体育施設について 30分
社会教育課
社会教育
人権政策係

44 社会福祉協議会って？ 40分

45 災害ボランティア訓練 60～90
分

立科町 　前講座出
〜 45講座をお気軽にご利用ください 〜

　この講座は、町民の皆さんのもとに町長や担当職員が出向き、町の事業や制度などのテーマについてお話を
させていただく講座です。
　身近な話題や町政に関することなど、皆さんの活動に役立つテーマを選び、お気軽にお申し込みください。

　　　　　　　　 町内に在住、在勤、在学するおおむね10名以上の集まりとします。（自治会、企業、サークル、学校、地域の団体など）

　　　　　　　　 平日の午前10時～午後9時までの間で、会場は町内に限ります。（休日の開催についても、ご相談に応じます。）

　　　　　　　　 無料です。（教材費が必要な場合もあります。）

　　　　　　　　　　　　　 「出前講座申込書」により申込みが必要になりますので、各講座担当係へお問い合わせください。

利用できる方
開催日時及び会場
費　　　　 用
申込方法及び問い合わせ

出前講座メニュー一覧

町づくり推進係
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　地域の活性化と協働のまちづくりを推進するため、住民自らが創意工夫し、自主的で主体的な地域づくり活動を応
援する事業です。

町づくり推進係

交付金の対象となる事業
1　住民の安心・安全な生活の確保に資する事業　
2　住民福祉、住民支え合い事業
3　地域の魅力を活かした観光振興や産業振興事業
4　地域住民が触れ合うコミュニティ絆交流事業
5　地域の定住促進事業
6　美しい地域づくり（道路沿線の植栽や環境美化
等）の事業

7　地域の担い手・人材を育成する事業
8　伝統・文化を継承する事業
9　その他町長が認める事業
※上記の事業は、次の要件のいずれにも該当するも
のとします。
1　社会又は不特定多数の者の利益につながるもの
2　波及効果や発展性が期待されるもの
3　計画や費用が実現可能で関係者の合意形成が図られ

ているもの

事業の対象となる団体
　区・部落自治会、町内企業及び概ね町民10名以上で構成され、
町内で活動する団体です。

交付率及び限度額等
　同一事業に対し、
●１年から３年までは対象経費の100分の75以内、７万５千円が上限
●４年から６年までは対象経費の100分の50以内、５万円が上限

応募方法
　役場に用意してある所定の書式（ホームページからもダウ
ンロード可）へ必要事項を記入し、4月26日㈮までに町づくり
推進係まで提出してください。

選考方法
　立科町がんばる地域応援事業審査委員会において、各団体
より提出していただいた事業計画書等に基づいて審査・選考
をします。

平成25年度
「立科町がんばる地域応援事業交付金」

対象事業を募集します平成25年３月27日㈬～４月26日㈮

区・部落、町民10名以上の団体
募集期間
対象団体

教育委員会

　「人権」、「人権教育」というと何か堅苦しいイメージ
を持っていませんか？
　「堅い、厳しい、苦しい、権威的、怖い」という「カ
キクケコ」が、イメージとして感じられてしまい、「人
権とは堅苦しいもの」という意識をもった方が未だに大
勢いるように感じられます。
　人権とは簡単に言えば、「人間が人間らしく生きてい
くために社会によって認められた権利」、「人が幸せに生
活できるために必要な、社会によって認められた自由、
行動や地位」ということができます。しかし、法律や制
度による人権の保障、法的な権利としての「人権」は人
間が幸福になるための前提すべてを満たしているわけで
はありません。
　人間が人間らしく生き、幸せに生活できるためには、

社会や家庭内における協力、各人の心構えや努力、健康、
それに運なども関係してきます。子どもや女性・高齢
者・障害者・外国人などの立場をお互いに尊重し、思い
やりをもって生活することが大切ではないでしょうか。

　たてしな人権センターで、コミュニケーション料理教
室　２月26日㈫に“じゃがいもを使ったアレンジメ
ニュー”、３月７日㈭に“根菜類を使ったヘルシーメ
ニュー”と題して、料理教室を開催しました。

人権が尊重される社会

人権だより
人権センター(社会教育人権政策係)
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決

で
き
な
い
子
育
て
の
悩
み
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
と
き
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
ぜ

ひ
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
成
長
上
の
悩
み
や
不
安
、

心
配
に
は
、
必
ず
効こ

う

能の
う

の
あ
る
処し

ょ

方ほ
う

箋せ
ん

は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
子
さ
ん
の
不
登
校
や

い
じ
め
、
反
社
会
的
な
行
為
（
非
行
）、

集
団
不
適
応
、
適
切
な
就
学
な
ど
に
つ
い

て
話
し
、
一
緒
に
悩
み
、
考
え
合
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
必
ず
や
児
童
・
生
徒
の
成
長

と
自
立
の
た
め
の
「
何
か
」
が
見
出
せ
る

も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
も
、「
広
報
た
て
し
な
」

及
び
「
有
線
放
送
」
を
通
し
て
、
さ
さ
や

か
な
体
験
と
苦に

が

い
反
省
に
基も

と

づ
い
た
提
言

を
致
し
ま
す
の
で
、
親お

や

御ご

さ
ん
ご
自
身
の

心
の
フ
ィ
ル
タ
ー
で
取し

ゅ

捨し
ゃ

選せ
ん

択た
く

さ
れ
、
ご

自
分
の
子
育
て
に
多
少
な
り
と
も
生
か
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
ご
意
見
や
ご
質
問
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
立
科
町
児
童
館
ま
で
お
寄
せ
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

教育委員会



19 広報たてしな  2013年４月

　
立
科
町
児
童
館
の
集
会
室
壁
面
に
、
下

の
写
真
の
よ
う
な
、
ド
ロ
シ
ー
・
ロ
ー
・

ノ
ル
ト
（
ア
メ
リ
カ
・
教
育
家
・
３
児
の

母
・
１
９
２
４
～
２
０
０
５
）
の
詩
の
扁へ

ん

額が
く

が
掲か

か

げ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

　
教
育
相
談
員
の
任
を
拝
命
し
た
４
年
前

の
４
月
、
こ
の
縦
52
・
５
㎝･

横
２
１
５

㎝
の
扁
額
に
接
し
、
え
も
言
わ
れ
ぬ
懐な

つ

か

し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。
中
学
教
師
と
し
て

の
自
分
が
心
か
ら
共
感
し
、
多
く
の
親
御

さ
ん
に
お
伝
え
し
て
き
た
詩
「
子
は
親
の

鏡
」
と
の
予
期
せ
ぬ
再
会
だ
っ
た
の
で
す
。

　
懐
か
し
さ
に
、
し
ば
し
の
間
ま
じ
ろ
ぎ

も
せ
ず
、
詩
の
一
字
一
句
と
墨ぼ

っ

痕こ
ん

の
凜り

ん

と

し
た
美
し
さ
、
丹た

ん

精せ
い

な
木
製
扁
額
に
見
入

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
扁
額
を
仰あ

お

ぎ
見
な

が
ら
、
立
科
町
に
お
け
る
教
育
相
談
と
い

う
新
し
い
任に

ん

務む

に
対
す
る
緊き

ん

張ち
ょ
うと

不
安
が

ほ
ぐ
れ
、
気
持
ち
が
和な

ご

む
の
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
折
々
に
鑑か

ん

賞し
ょ
うし
て
い
ま
す
が
、

そ
の
都つ

度ど

、
必
ず
清
新
な
感か

ん

銘め
い

を
覚
え
、

こ
の
扁
額
に
は
、
樹じ

ゅ

齢れ
い

千
年
に
垂な

ん
なん
と
す

る
根こ

ん

幹か
ん

隆り
ゅ
う

々り
ゅ
うと
し
た
巨
木
の
よ
う
な
不ふ

可か

思し

議ぎ

な
力
が
宿
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
立
科
町
児
童
館
の
初
代
館

長
・
加
藤
正
弘
さ
ん
に
掲け

い

額が
く

の
由
来
を
お

訊き

き
し
ま
し
た
。

　
「
立
科
町
児
童
館
は
、
平
成
10
年
に
開

館
し
ま
し
た
。
開
館
当
初
は
、
も
ち
ろ
ん

建
物
や
施
設
は
と
と
の
っ
て
い
ま
し
た
が
、

温
か
さ
と
か
潤う

る
おい
と
か
、
児
童
厚
生
施
設

と
し
て
の
環か

ん

境き
ょ
う

面
は
ま
だ
十
分
と
は
言

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
遊
具
や
蔵ぞ

う

書し
ょ

な
ど
も

少
な
く
、
壁か

べ

い
っ
ぱ
い
の
リ
カ
ち
ゃ
ん
人

形
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

開
館
２
年
目
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
、
児
童

館
を
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
た
若
い
お
母
さ

ん
・
赤
沢
の
笹
井
由
佳
利
さ
ん
が
、
子
育

て
の
拠よ

り
所
と
さ
れ
て
い
た
ド
ロ
シ
ー
・

ロ
ー
・
ノ
ル
ト
の
詩
を
、
毛
筆
で
浄じ

ょ
う

書し
ょ

し

た
短
冊
20
葉
を
寄き

贈ぞ
う

し
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
す
。
笹
井
さ
ん
が
、
書
道
の
先
生
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
ご
実
家
（
宮
崎
県
串

間
市
）
の
お
母
さ
ん
・
鈴
木
和わ

晃こ
う

先
生
に

書
い
て
い
た
だ
い
た
短
冊
で
す
。
書し

ょ

の
見

事
さ
と
、
毎
日
の
生
活
に
お
け
る
親
の
姿

が
子
ど
も
に
最
も
大
き
な
影え

い

響き
ょ
う

力り
ょ
くを
持

つ
、
と
い
う
詩
の
教
え
に
心
打
た
れ
、
す

ぐ
建
具
職
の
方
に
お
願
い
し
て
、
立
派
な

扁
額
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

現
在
の
位
置
に
掲
げ
た
の
で
す
。」

　
書
か
れ
た
方
の
清せ

い

廉れ
ん

な
お
人
と
な
り
が

偲し
の

ば
れ
る
端た

ん

正せ
い

な
毛
筆
文
字
か
ら
も
強
く

伝
わ
っ
て
き
ま
す
が
、
笹
井
さ
ん
の
お
母

さ
ん
は
、
故
郷
か
ら
遠
く
離
れ
た
信
州
の

地
・
立
科
町
で
暮
ら
し
、
子
育
て
に
い
そ

し
む
我
が
娘こ

へ
の
溢あ

ふ

れ
る
思
い
を
胸
に
、

母
親
と
し
て
、
書
の
美
と
伝
統
を
伝
え
る

書
家
と
し
て
、
全ぜ

ん

身し
ん

全ぜ
ん

霊れ
い

を
傾か

た
むけ
て
揮き

毫ご
う

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
加
藤
さ
ん
の
お
話

を
伺う

か
が

っ
て
、
こ
の
よ
う
な
い
く
つ
も
の
厚

意
と
善
意
と
熱
意
が
ひ
と
つ
に
結
実
し
た

経け
い

緯い

を
知
り
、
こ
の
扁
額
に
宿
る
不
可
思

議
な
力
の
源

み
な
も
とが
理
解
で
き
た
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。

　
日
々
の
繁
忙
さ
に
押
し
流
さ
れ
て
、
つ

い
忘
れ
が
ち
な
「
子
育
て
の
原
点
」
と
、

常
に
原
点
に
戻も

ど

る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え

て
く
れ
る
こ
の
扁
額
は
、
児
童
館
に
集つ

ど

う

若
い
親
御
さ
ん
へ
の
「
応お

う

援え
ん

歌か

」
な
の
で

し
ょ
う
。

　
こ
の
、
立
科
町
児
童
館
の
詩
「
子
は
親

の
鏡
」
の
扁
額
が
、
こ
れ
か
ら
も
幾い

く

久ひ
さ

し

く
立
科
町
の
「
子
育
て
の
指し

標ひ
ょ
う」
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

相談時間等

●立科小学校/午前９時〜午前11時30分 
　電話 56−3131 （呼）・有線2190（呼）

●立科中学校／午後２時〜午後５時
　電話 56−1076（呼）・有線2251（呼）

●立科町児童館／
　午前 11時40分〜午後１時30分
　電話 56−0303（直通）
　有線 8889（直通）

※予約をされる方は児童館または小・中学校の
　教頭先生へご連絡をお願いします。

月・水・金曜日

立
科
町
児
童
館
に
掲
げ
ら
れ
て
あ
る
扁
額

参
考
・
引
用
図
書 

「
子
ど
も
が
育
つ
魔
法

の
言
葉
」 

ド
ロ
シ
ー
・
ロ
ー
・
ノ
ル
ト 

著　

レ
イ
チ
ャ
ル
・
ハ
リ
ス 

著
／
石
井
千
春 

訳
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所 

発
行
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　前回に引き続き、笠取峠のマツ並木保存管理計画策定の際に、古文書等の調査から解ってきたマツ並木の歴史に関
わることについてご紹介します。

笠取峠の並木の動向
　並木の員数や規格等がわかる史料は、調査期間に限りもあり、解った範囲のものではありますが、一覧にすると次
のとおりです。

今回の調査で解ってきた並木の本数の変遷等
● 並木の本数は、成木レベルでほぼ120～150本程度で推移
● 並木の長さは、19世紀後半では、11丁10間（670間）という数値が一つの基準となっている。
● 数百本程度の植え込みが何度か行われても、必ずしも成木の本数が増えないのは、マツの生態的な特徴から、一

定のスペースで成木として維持されうる本数には自ずと限界があったと考えるべきか。
● 街道沿いの南側、北側にマツはあるが、それぞれの員数がわかる史料の全てにおいて南側が北側より少ないこと

がわかります。これは、並木敷地そのものが北側の方が長いためで、補植する場合にも南側を無理に補おうとは
しなかったと思われます。

　江戸期を通じて植栽が繰り返され、幕末まで続いた並木は、明治維新の激動期をも乗り越えて今日まで続いています。

マツ並木歴史ばなしあれこれ②
シリーズ 笠取峠のマツ並木を後世に伝えるために（第９回） 教育委員会

社会教育人権政策係

年　　月　　日 並木の長さ等 並木の本数等

正徳５（1715）年３月25日か なし 古来並木松：157本、当年御植小松：235本

延享元（1744）年11月10日 12町ほどの間 並木143本

延享元（1744）年11月25日 なし 並木143本

寛政12（1800）年 なし 南側30本・北側43本の（描画）

天保13（1842）年か なし 北側88本 外小木11本、南側53本（文字で記載の数）

天保15（1844）年 11町11間 松並木151本　外ニ65本小木苗木植え付共に
南側52本と小木苗木19本、北側99本と小木苗木46本

弘化２（1845）年10月
12丁46間３尺

（南309間、北457.5間）

松並木145本　南側48本、北側97本、外ニ602本此度
小苗木植付

（天保15年に比して６本少ない分は雪折れ）

安政３（1856）年 なし 松並木126本（南側：47本、北側79本）、外ニ623本
小苗木

年次不詳
※松の本数から安政３年以降の
　江戸期と推定

12丁46間３尺
（南309間、北457.5間）

南側：「松御並木299本　内 255本 小苗木」北側：
「松御並木335本　内 255本 小苗木」（成木は、南側
44本、北側80本）

安政６年以降でそれに近い 宿内両側670間 本数記載なし
※670間は11丁10間にあたる

慶応４（1868）年 11丁10間 本数記載なし
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春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
。
な
ん

て
と
て
も
あ
り
ふ
れ
た
言
葉
で
す
が
…
。

寒
い
冬
を
越
え
て
、
暖
か
く
な
っ
て
く

る
と
ど
こ
か
ホ
ッ
と
す
る
。
何
か
を
始

め
た
く
な
る
よ
う
な
。
私
に
と
っ
て
、

一
月
が
一
年
の
始
ま
り
な
ら
、
四
月
は

再
出
発
の
時
。

　
以
前
、
テ
レ
ビ
で
あ
る
女
優
さ
ん
が
人
生
に
お

い
て
大
切
な
「
あ
い
う
え
お
」
を
紹
介
し
て
い
た
。

ご
存
知
の
方
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
あ
」

は
愛
、「
い
」
は
命
、「
う
」
は
運
、「
え
」
は
縁
、

「
お
」
は
恩
。
愛
と
命
を
大
切
に
し
て
、
縁
と
恩

を
忘
れ
な
け
れ
ば
運
は
必
ず
つ
い
て
く
る
と
い
う

も
の
。
実
は
一
つ
一
つ
を
見
れ
ば
あ
た
り
前
の
こ

と
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
改
め
て
「
あ
い
う
え

お
」
で
つ
な
げ
て
み
れ
ば
、
と
て
も
良
い
言
葉
だ

と
思
っ
た
。

　
人
が
一
生
で
出
会
う
人
の
数
は
、
何
ら
か
の
接

点
を
持
つ
人
が
三
万
人
。
そ
の
う
ち
近
い
関
係

（
同
じ
学
校
、
職
場
、
近
所
な
ど
）
が
三
千
人
。

さ
ら
に
そ
の
う
ち
、
親
し
く
会
話
を
持
つ
の
が
三

百
人
。
友
人
と
呼
べ
る
の
が
三
十
人
、
親
友
は
三

人
だ
と
い
う
。
こ
れ
に
は
諸
説
あ
る
し
、
個
人
差

も
あ
る
と
思
う
が
、
世
界
の
人
口
は
お
よ
そ
七
十

億
人
。
日
本
の
人
口
で
み
て
も
お
よ
そ
一
億
二
千

七
百
万
人
。
一
生
か
け
て
も
出
会
え
る
人
は
ほ
ん

の
わ
ず
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
一
つ
一
つ
の
出
会

い
を
大
切
に
し
な
き
ゃ
と
思
う
。

　
こ
の
春
、
皆
さ
ん
に
は
ど
ん
な
出
会
い
が
訪
れ

る
だ
ろ
う
か
。　　

	

Ｙ
・
Ｋ
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夫
婦
で
神
戸
か
ら
引
っ
越
し
て
来
て
、
女
神

湖
の
近
く
に
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
も
う
す
ぐ

六
年
に
な
り
ま
す
。
白
樺
高
原
は
以
前
に
観
光

客
と
し
て
夏
と
秋
に
何
度
か
訪
れ
、
信
州
で
も

お
気
に
入
り
の
場
所
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
は

じ
め
は
別
荘
を
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
す

ぐ
に
定
住
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

標
高
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
土
地
に
年
間
を
通

し
て
住
む
に
あ
た
り
、
わ
ず
か
に
頼
り
に
し
た

情
報
と
い
え
ば
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
が
必
要
な

ほ
ど
雪
は
多
く
な
い
こ
と
と
、
何
年
も
前
か
ら

定
住
し
て
い
る
方
が
お
ら
れ
る
こ
と
く
ら
い
で

し
た
。
最
低
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
10
度
を
下
回
る

日
が
何
日
も
続
き
、
マ
イ
ナ
ス
20
度
前
後
に
な

る
こ
と
も
珍
し
く
な
く
、
冬
タ
イ
ヤ
が
必
要
な

期
間
が
１
年
の
半
分
近
い
と
い
う
の
は
考
え
も

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、
こ
こ
で
暮
ら
す
楽
し
さ
を
考
え

る
と
多
少
の
苦
労
は
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

夏
の
快
適
さ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
四
季
折
々

の
楽
し
み
は
都
会
で
は
味
わ
え
な
い
も
の
で
す
。

初
夏
か
ら
夏
に
か
け
て
次
第
に
濃
さ
を
増
す
緑

の
世
界
、
次
々
と
咲
く
野
の
花
の
可
憐
さ
、
秋

の
紅
葉
（
黄
葉
）
の
美
し
さ
に
は
心
を
洗
わ
れ

ま
す
。
真
っ
白
な
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
と
青
空
の

鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
も
魅
力
的
で
す
。
豆

粒
の
よ
う
な
カ
ラ
マ
ツ
の
新
芽
、
風
に
そ
よ
ぐ

シ
ラ
カ
バ
の
花
、
冬
の
霧
氷
や
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ダ
ス
ト
な
ど
、
毎
日
暮
ら
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

出
会
え
る
感
動
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
で
は
冬

の
寒
さ
に
も
少
し
は
慣
れ
、
薪
割
り
や
ス
ト
ー

ブ
の
焚
き
方
も
上
達
し
、
昨
夜
は
何
度
ま
で
下

が
っ
た
か
と
、
温
度
計
を
見
る
の
が
楽
し
み
な

ほ
ど
で
す
。
と
て
も
書
き
き
れ
な
い
の
で
す
が
、

美
し
い
自
然
に
加
え
、
女
神
湖
マ
ラ
ソ
ン
や
女

神
湖
音
楽
祭
、
湖
上
の
花
火
な
ど
、
飽
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
ず
っ
と
山
に
こ
も
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
少
し
足
を
延
ば
せ
ば
信
州
の
豊
か
な

高
原
に
暮
ら
す

豊
田 

裕
至
（
蓼
科
）

　四季折々豊かな表情を持つ白樺高原は、先人の開拓者により発展した標高1,500ｍの高
原地帯。この美しい自然環境は訪れる方を魅了し、一年を通して多くの方に親しまれてい
ます。また、観光資源の一翼を担っている女神湖は歌人伊藤左千夫の「信濃には八十の群
山ありといへど女の神山の蓼科われは」の歌に由来されているといわれており、その他の
観光資源にも数々のヒストリーがあると言われております。
　そこで、今回の館報では「蓼科に活きる」と題し、蓼科の自然環境と共に生き、美しい
自然環境を活かし蓼科の魅力を発信しようとそれぞれのお立場で携わっていただいている
方に寄稿いただきました。今館報で再度蓼科の観光に目を向けてみてはいかがでしょうか。

蓼科に活きる
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蓼
科
か
ら
伝
え
た
い
こ
と

及
川 

憲
吾
（
蓼
科
）

女
神
湖
に
て
雑
感

中
村 

恵
美
子
（
蓼
科
）

歴
史
や
文
化
、
温
か
い
人
情
に
も
触
れ
る
こ
と

が
で
き
、
お
い
し
い
食
べ
物
を
見
つ
け
た
り
と
、

楽
し
み
は
い
く
ら
で
も
広
が
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
で
き
る

だ
け
長
く
今
の
暮
ら
し
を
続
け
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　
標
高
１
５
５
０
メ
ー
ト
ル
の
こ
の
地
で
、
宿

泊
業
を
始
め
て
18
年
経
ち
ま
す
。
高
原
の
涼
し

い
夏
、
冬
の
ス
キ
ー
場
、
女
神
湖
の
散
策
な
ど

が
楽
し
め
る
と
い
う
事
で
、
色
々
な
場
所
の
中

か
ら
決
め
ま
し
た
。

　
始
め
た
頃
は
、
カ
ッ
プ
ル
が
多
く
、
そ
の
後

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
実
業
団
、
修
学
旅
行
な
ど
、
多

様
な
方
々
が
み
え
ま
し
た
が
、
中
で
も
印
象
深

い
の
は
、
保
育
園
に
行
っ
て
い
た
幼
い
お
孫
さ

ん
が
、
大
き
く
な
り
、
結
婚
、
出
産
を
し
て
家

族
四
世
代
が
揃
っ
て
、
毎
年
元
気
な
顔
を
見
せ

て
下
さ
る
お
客
様
で
す
。
有
り
難
い
と
と
も
に
、

「
こ
の
よ
う
な
方
々
の
お
か
げ
で
、
長
く
や
っ

て
こ
ら
れ
た
ん
だ
な
ぁ
。」
と
感
慨
も
ひ
と
し

お
で
す
。

　
お
客
様
に
は
、
な
る
べ
く
地
元
の
野
菜
や
、

果
物
を
食
べ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
菜
な
い
ろ
畑

さ
ん
や
、
た
て
し
な
屋
さ
ん
な
ど
も
利
用
さ
せ

て
も
ら
い
、
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
３
人
の
子
ど
も
達
が
、
小
・
中
学
校
か
ら
転

入
し
、
バ
ス
の
時
間
ま
で
、
図
書
館
で
待
っ
て

い
た
り
、
成
人
式
の
会
場
に
な
っ
た
り
と
、
公

民
館
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
お
客
様
に
少
し
で
も
笑
顔
で
帰
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
と
、
６
年
く
ら
い
前
か
ら
観
光
に

携
わ
る
有
志
の
会
に
参
加
し
、
観
光
協
会
と
一

緒
に
、
ス
キ
ー
の
お
客
様
に
立
科
産
の
食
材
で

作
っ
た
、
豚
汁
や
、
お
し
る
粉
、
す
い
と
ん
な

ど
を
振
る
舞
っ
た
り
、
去
年
は
里
の
方
々
か
ら

も
、
球
根
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん

の
ス
イ
セ
ン
を
女
神
湖
の
土
手
に
植
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
借
り
て
、
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
是
非
、
春
に
き
れ
い
に
咲

い
た
花
を
見
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
四
季
折
々
の
変
化
が
あ
り
、
カ
ラ
マ
ツ
の
新

緑
や
紅
葉
、
蓼
科
第
二
牧
場
か
ら
の
雲
海
は
特

に
見
事
で
、
好
き
な
風
景
の
一
つ
で
す
。
道
路

沿
い
に
植
林
し
た
白
樺
も
、
あ
と
数
年
で
、
見

事
な
白
樺
林
に
な
る
も
の
と
、
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
近
隣
の
施
設
等
が
一
部
廃
業
し
、
一
時
期
に

比
べ
、
寂
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
立

地
、
環
境
を
大
事
に
し
て
、
訪
れ
た
方
々
が
、

「
ま
た
来
た
い
。」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
勤
務
す
る
蓼
科
テ
デ
ィ
ベ
ア
美
術
館
は

白
樺
高
原
内
の
白
樺
湖
畔
に
あ
り
、
私
自
身
は

２
０
１
２
年
の
夏
に
こ
こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
に
伴
い
神
奈
川
よ
り
移
り
住
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
来
る
前
の
白
樺
湖
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
夏
は
避
暑
地
と
し
て
、
冬
は
ス
キ
ー
エ
リ

ア
と
し
て
シ
ー
ズ
ン
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
一
大

リ
ゾ
ー
ト
地
と
想
像
し
て
い
ま
し
た
。
現
実
は

と
言
い
ま
す
と
、
も
ち
ろ
ん
全
シ
ー
ズ
ン
型
の

観
光
地
と
い
う
側
面
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
想
像

し
て
い
た
よ
り
も
観
光
客
も
少
な
く
、
周
辺
の

ホ
テ
ル
や
土
産
屋
さ
ん
な
ど
も
閉
鎖
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
、
ち
ょ
っ
と
拍
子
抜
け

し
た
と
い
う
の
が
正
直
な
感
想
で
し
た
。

　
た
だ
、
以
後
こ
こ
で
働
い
て
い
く
に
つ
れ
、

ど
う
や
っ
た
ら
来
館
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
か
、
ど
う
し
た
ら
た
く
さ

ん
の
方
に
来
館
い
た
だ
け
る
か
と
考
え
る
こ
と

が
仕
事
へ
の
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
観
光
業
に
携

わ
っ
て
日
も
浅
く
、
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
で

す
が
、
周
辺
ホ
テ
ル
や
観
光
施
設
な
ど
の
多
く

の
方
々
に
ご
協
力
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が

ら
、
日
々
悪
戦
苦
闘
し
て
お
る
最
中
で
す
。
当

蓼
科
テ
デ
ィ
ベ
ア
美
術
館
一
施
設
と
し
て
サ
ー

ビ
ス
向
上
・
顧
客
満
足
度
Ｕ
Ｐ
に
よ
る
集
客
増

を
目
指
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
と
し
て
、
こ
こ
白



24館 報 立 科  2013年４月

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
千
葉
に
住
ん
で
い
た
ら

経
験
出
来
な
い
よ
う
な
事
を
体
験
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。

「
新
緑
の
美
し
い
春
」

「
高
山
植
物
豊
か
な
夏
」

「
山
を
彩
る
紅
葉
の
秋
」

「
息
も
凍
り
つ
く
よ
う
な
寒
い
冬
」

　
こ
ん
な
に
肌
で
四
季
を
感
じ
ら
れ
る
事
に
幸

せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
ぁ
慣
れ
な
い
寒
さ
に

は
冬
は
大
変
な
思
い
も
多
々
あ
り
ま
す
け
ど
…
。

そ
れ
だ
け
春
の
訪
れ
が
嬉
し
く
も
、
楽
し
み
で

あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
素
敵
で
魅
力
た
っ
ぷ
り
な
立
科
町
で

ペ
ン
シ
ョ
ン
を
営
み
な
が
ら
宿
泊
し
て
頂
い
た

お
客
様
に
肌
で
感
じ
て
も
ら
い
、
良
さ
を
伝
え

て
何
度
も
足
を
運
ん
で
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
の
び
の
び
と
楽
し
そ
う
に
し
て
い
る
我
が
子

を
見
て
る
と
立
科
に
越
し
て
来
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

妻　
佐
藤　
淑
美

　
子
ど
も
の
頃
に
家
族
で
旅
行
を
し
た
立
科
に

ま
さ
か
住
む
事
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
千
葉
と
は
全
く
違
う
山
の
生
活
。

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
土
地
へ
来
て
二

年
、
未
だ
に
驚
き
と
感
動
の
繰
り
返
し
。
こ
ん

な
に
も
四
季
を
感
じ
た
事
が
な
い
と
思
う
程
、

自
然
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
の
息
子
た

ち
も
、
す
っ
か
り
山
の
生
活
に
慣
れ
、
寒
い
雪

の
中
で
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
自
然
を
、
来
て
頂

い
た
お
客
様
に
も
伝
わ
る
様
、
楽
し
ん
で
過
ご

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
男　
佐
藤　
太
一

　
千
葉
の
学
校
で
は
習
わ
な
い
事
が
、
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ス
で
飼
っ
て
い
る
ポ
ニ
ー

の
お
世
話
や
、
田
植
え
、
冬
は
ス
キ
ー
を
す
ご

く
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
も
っ
と
練
習
し
て
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

な
る
の
が
目
標
で
す
。

次
男　
佐
藤　
草
汰

　
ぼ
く
は
、
立
科
に
来
て
楽
し
い
事
が
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
す
。
春
と
夏
は
お
父
さ
ん
と
、
よ
く

釣
り
に
行
き
ま
す
。
冬
は
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
が
楽
し
み
で
す
。
友
達
も
沢
山
出
来
ま

し
た
。
学
校
の
給
食
も
お
い
し
い
で
す
。

　
た
だ
、
学
校
や
家
の
近
く
に
本
屋
さ
ん
や
、

レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
屋
さ
ん
が
無
い
の
が
悲
し
い

で
す
。

樺
湖
か
ら
車
山
や
蓼
科
な
ど
の
周
辺
エ
リ
ア
全

体
と
し
て
、
し
い
て
は
信
州
全
体
と
し
て
い
か

に
全
国
・
海
外
に
向
け
て
魅
力
を
伝
え
て
い
け

る
か
が
勝
負
だ
と
思
い
ま
す
。
今
こ
こ
に
あ
る

自
然
、
高
原
リ
ゾ
ー
ト
は
他
の
ど
こ
と
比
べ
て

も
引
け
を
と
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
で
働
け
る

こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
日
々
邁
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、

是
非
お
近
く
ま
で
お
越
し
の
際
に
は
世
界
最
大

規
模
を
誇
る
当
蓼
科
テ
デ
ィ
ベ
ア
美
術
館
、
及

び
緑
豊
か
で
魅
力
満
載
の
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
足

を
お
運
び
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
こ
こ
で
働
く

人
々
の
笑
顔
を
是
非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
私

も
そ
の
中
の
1
人
と
し
て
皆
様
を
心
か
ら
お
も

て
な
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
。

　
私
は
こ
の
立
科
で
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
営
ん
で
お

り
ま
す
佐
藤
と
申
し
ま
す
。

　
２
年
前
に
温
暖
な
千
葉
県
よ
り
家
族
４
人
で

越
し
て
き
ま
し
た
。
予
て
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た

ペ
ン
シ
ョ
ン
経
営
を
実
現
さ
せ
る
為
に
色
々
な

土
地
を
訪
れ
て
、
自
然
豊
か
で
人
々
の
温
か
さ

に
惚
れ
、
立
科
の
地
を
選
び
ま
し
た
。
約
二
年

住
ん
で
色
々
と
肌
で
感
じ
改
め
て
立
科
の
良
さ

蓼
科
に
対
す
る
想
い

佐
藤 

桂
一
（
蓼
科
）

■対象者　　平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれの方
■募集人数　５～７名程度
■応募締切　平成25年５月24日㈮
■応募方法　電話、メールのいずれかの方法で中央公民館まで。教

育委員会窓口へお越しいただいても結構です。住所・
氏名・連絡先・生年月日をお知らせください。

　立科町が開催する成人式は、新成人自らの手によってアトラクションの企画・運営を行う実行委員会形式で行
う予定です。成人式を思い出に残る素晴らしい式にするために実行委員を募集します。

平成25年度 成人式実行委員募集！自分たちの手で成人式を創ろう!!

お問い合わせ先　立科町中央公民館　TEL. ５６－２３１１　　E-mail　kouminkan@town.tateshina.jp
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県
営
の
土
地
改
良
事
業
（
圃
場
整
備
）
前

は
、
田
圃
の
眞
中
に
あ
っ
た
の
が
、
現
在
は

外
倉
部
落
の
中
心
に
あ
る
観
音
堂
の
北
側
に

遷
座
さ
れ
て
い
る
、
名
前
を
「
稚ち

児ご

の
宮
」

と
い
う
。
こ
の
お
宮
の
「
ご
神
体
」
は
今
か

ら
約
２
０
０
前
寛
延
年
間
か
ら
明
和
ま
で
、

小
県
郡
と
刃
六
村
が
大
字
牛
鹿
字
大
原
の
入

会
権
を
め
ぐ
っ
て
、
17
年
間
に
渡
っ
て
郡ご

お
り

境さ
か
い

争
い
（
訴
訟
）
を
し
て
勝
訴
し
た
と
き
、

そ
の
訴
え
を
取
り
上
げ
も
ら
っ
た
お
世
継
ぎ

亡
く
し
か
な
し
み
の
、
最
中
に
あ
っ
た
将
軍

様
（
徳
川
家
継
）
と
な
く
な
っ
た
お
世
継
ぎ

の
子
供
（
名
前
不
明
）
を
祀
っ
た
と
、
表
向

き
（
幕
府
藩
）
に
は
な
っ
て
い
る
と
言
い
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
実
質
は
正
し
い
判
決
を
下

し
て
く
れ
た
裁
判
官
老
中
松
平
伊
豆
守
様
を

祀
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
名
前
の
稚
児
の

宮
の
稚
児
は
地
護
に
掛
け
た
も
の
で
本
当
の

名
前
は
地
護
の
宮
で
あ
る
と
言
い
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
幕
藩
体
制
の
厳
し
い
時
代
、
建
て

前
と
本
音
を
使
い
分
け
て
い
た
農
民
の
知
恵

と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
外
に
、
表
向
き
に
は
野
方
の
若
宮
様

を
分
社
し
て
祀
っ
た
と
も
言
っ
て
い
た
と
の

話
も
聞
い
て
い
る
。

　
こ
の
お
宮
は
今
も
判
決
の
あ
っ
た
明
和
３

年
12
月
11
日
に
ち
な
ん
で
毎
年
12
月
11
日
に

牛
鹿
区
に
よ
り
お
祭
り
を
し
て
い
る
。

厳
冬
に
乙
女
椿
の
花
は
さ
び
固
き
つ
ぼ
み
は
解
け
ぬ
ま
ま
落
つ	

高
橋
つ
な
子

今
年
ま
た
レ
ン
ギ
ョ
ウ
の
花
啄
み
に
小
鳥
の
群
が
庭
に
飛
び
来
る	

伊
丹
㐂
久
子

ば
ば
～
と
問
い
か
く
る
瞳
が
碧
く
澄
み
愛
さ
れ
て
る
と
心
温
も
る	

小
松
み
つ
子

し
な
や
か
な
指
先
に
て
折
る
千
代
紙
の
鶴
数
羽
置
き
曾
孫
帰
り
ぬ	

吉
村
ト
シ
メ

立科土笛短歌会

歌   壇

グループ名 内　容 曜　日 時間帯 第何週目
木彫教室 木彫り 金曜日 午後 ６時30分～９時 １・３
リメイク教室 洋服リメイク 水曜日 午後 １時30分～３時30分 ３
英会話（中級） 英会話 月曜日 午後 ６時30分～８時 毎週
立科町社交ダンス教室 社交ダンス 火曜日 午後 ７時30分～９時 毎週
立科町手話の会 手話 水曜日 午後 ６時30分～８時 不定期
アンダンテ 楽器演奏 不定期 ２時間 月２回
印遊会 篆刻 金・土曜日 午後 ７時～９時 ２・４
立科民謡クラブ 民謡 木曜日 午後 ７時～９時 １・３
立科コーラス 合唱 金曜日 午後 ８時～９時 ２・４
土笛立科短歌会 短歌 水曜日 午後 １時～２時30分 最終週

立科太極拳の会 太極拳 水・木曜日 水：午前９時30分～12時
木：午後７時30分～９時 毎週

健康ヨガ教室 ヨガ 金曜日 午後 １時30分～ ２時30分 毎週
古文書学習会 古文書解読 土曜日 午後 ７時30分～ ９時 3
立科句会 俳句 水曜日 午後 ７時～９時 ２
童謡唱歌を歌う会  やまびこ 童謡唱歌 金曜日 午前10時15分～11時45分 １・３
たて書道会 書道 土曜日 午後 １時30分～ ３時 月2～3回
ヨガ教室 ヨガ 土曜日 １時間30分 月1回
うたの会 「華」 合唱 水曜日 午後 ７時30分～ ９時 １・３
ときめき大正琴 大正琴 木曜日 午後 １時30分～ ３時30分 １・３
ちゅうりっぷの会 あかちゃんのおはなし会 水曜日 午前10時30分～11時30分 毎週最終週（おはなし会）
蓼科写真クラブ 写真 不定期 ２時間 月1回
お話バスケット 読み聞かせ、創作紙芝居製作等 活動に応じ学習及び練習
ひまわり 舞踊 不定期 １時間 週1回
たてしな歴史研究会 郷土史学習 金曜日 午後１時30分～４時 偶数月第３
手づくなの会 編み物、人形、ビーズ 月曜日 午後１時30分～４時 ２・４

自主活動グループ紹介 中央公民館を会場に、自主活動を行うグループを紹介します。
興味・関心がある方は、お気軽に中央公民館までお問合せください。

牛
鹿
区
に
あ
る
不
思
議
な
神
様
「
稚ち

児ご

の
宮
」

文
化
財
保
護
委
員
　
佐
藤
　
芳
男
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公民館女性部学習会
　
２
月
23
日
㈯
、
中
央
公
民
館
に

お
い
て
公
民
館
女
性
部
学
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
長
野
県
政
出
前

講
座
を
利
用
し
、「
健
康
教
育
～

児
童
生
徒
の
食
と
心
の
健
康
に
つ

い
て
～
」
と
い
う
演
題
で
、
長
野

県
教
育
委
員
会
保
健
厚
生
課
、
須

山
指
導
主
事
を
講
師
に
お
招
き
し
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
学
校
現
場
と
児
童
生
徒
の
状
況

を
詳
し
く
説
明
い
た
だ
き
、
大
変

有
意
義
な
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

第47回  囲碁将棋大会

第39回  芸能グループ発表会

　
47
回
目
を
迎
え
た
囲
碁
将
棋
大
会
が
、
２
月
２
日
に
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
一
般
の
囲
碁
の
部
に
は
、
８
名
、
将
棋
の

部
に
は
５
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
学
生
の
将
棋
の
部
に
５
名
の
参
加
が
あ
り
、
参
加
し

た
大
人
の
皆
さ
ん
に
指
導
を
受
け
た
り
と
将
棋
に
親
し
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。

　
な
お
、
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
将
棋
の
部
【
一
般
】　

　
優　
勝　
保
科　
政
雄
さ
ん
（
２
連
覇
）

　
準
優
勝　
関　
　
正
宏
さ
ん

　
三　
位　
大
島　
　
健
さ
ん

■
囲
碁
の
部
【
一
般
】

　
優　
勝　
羽
田
袈
裟
巳
さ
ん

　
準
優
勝　
伊
藤　
　
章
さ
ん

　
三　
位　
依
田　
正
行
さ
ん

■
将
棋
の
部
【
小
学
生
】

　
優　
勝　
小
林　
奏
太
く
ん

　
準
優
勝　
飯
島　
　
龍
く
ん

　
三　
位　
山
㟢　
琉
翠
く
ん

　
芸
能
グ
ル
ー
プ
発
表
会
が
、
３
月
３
日
に
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
町
内
の
芸
能
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
は
じ
め
、

立
科
町
保
育
園
年
中
児
、
立
科
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
御
泉

水
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
の
計
13
団
体
の
皆
さ
ん
に
ご
出

演
を
い
た
だ
き
、
開
催
で
き
ま
し
た
。

　
出
演
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

さ
れ
、
す
ば
ら
し
い
発
表
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
多
種
多
彩
な
出
演
者
の
顔
ぶ
れ
で
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
幅
広
い
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
発
表
会
と

な
り
ま
し
た
。
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寄贈者	 （順不同・敬称略）
たくさん本を寄贈していただき、ありがとうございま
した。紙面にてお礼にかえさせていただきます。

矢田精一〔大城〕
田中浩江〔大城〕
山田　繁〔蓼科〕
大橋　勝〔蓼科〕
今井　清〔西塩沢〕
橋詰俊道〔茂田井〕
田口茂夫〔大深山〕
横谷忠彦〔上房〕
田口美鈴〔長和町〕

佐々木治夫〔小諸市〕
他　匿名
[現金]
横谷　忠彦〔上房〕

図書室だより図書室だより お願いお願い 返却期限は守りましょう。本の予約待ちをしている人も
いますので借りた本は期限内に返却をお願いします。

　
当
公
民
館
図
書
室
は
、
昭
和
61
年
に
、
町

民
有
志
の
呼
び
掛
け
に
よ
り
一
人
１
冊
を
持

ち
寄
っ
て
創
ら
れ
た
手
づ
く
り
図
書
館
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
、
皆
さ
ん
ご
存
知
で
し
た

か
？

　
横
谷
忠
彦
さ
ん
（
上
房
）
は
、
図
書
室
設

立
当
時
「
立
科
町
図
書
館
設
立
推
進
町
民
の

会
」
の
中
心
と
な
り
活
躍
さ
れ
た
方
で
す
。

以
来
、
毎
年
、「
図
書
購
入
に
役
立
て
ほ
し

い
」
と
ご
寄
付
を
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。

　
今
回
は
、
そ
ん
な
横
谷
さ
ん
に
、
お
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

Ｑ
１　
立
科
町
に
図
書
館
を
創
ろ
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

横
谷
さ
ん　
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
資
源
回
収
に
参

加
し
た
時
に
、
全
集
や
百
科
事
典
な
ど
多
く

の
本
が
出
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
も
っ
た

い
な
い
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
私

た
ち
の
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
本
な
ど
簡
単
に

は
買
っ
て
も
ら
え
な
い
時
代
で
し
た
か
ら
。

そ
こ
に
い
た
人
た
ち
と
、「
こ
う
い
う
本
を

集
め
て
、
町
に
図
書
館
を
創
れ
ん
も
ん
か

ね
ぇ
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
人

が
賛
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。
よ
い
仲
間
に
恵

ま
れ
た
の
も
、
大
き
な
き
っ
か
け
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
立
図
書
館
の
前
身
で
あ
る
信
濃

図
書
館
を
つ
く
っ
た
と
い
う
地
元
の
偉
人
、

保
科
五
無
斎
さ
ん
の
影
響
も
あ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

Ｑ
２　
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
思
い
出
）
は
、

何
か
あ
り
ま
す
か
？

横
谷
さ
ん　
「
夢
の
図
書
館
」
設
立
に
は
、

と
に
か
く
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
設
立
し

た
い
と
い
う
夢
に
対
し
て
、
当
時
１
２
０
名

も
の
人
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

願
い
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
た
め
の
手
順
、

方
法
な
ど
全
て
が
手
探
り
で
し
た
か
ら
、
構

想
１
年
、
準
備
活
動
に
２
年
と
い
う
長
い
年

月
を
費
や
し
ま
し
た
。
先
の
見
え
な
い
活
動

に
、
夢
半
ば
に
し
て
あ
き
ら
め
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
仲
間
も
い
ま
す
。
私
自
身
も
何
度
も

く
じ
け
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
や

め
た
ら
後
悔
す
る
と
思
い
ま
し
た
し
、
仲
間

が
い
た
の
で
や
り
と
げ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

Ｑ
３　
寄
付
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か

け
と
、
長
年
続
け
て
い
る
理
由
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

横
谷
さ
ん　
設
立
に
向
け
て
、
町
民
１
人
１

冊
と
考
え
、
１
万
冊
を
目
標
に
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
１
人
１
冊
の
本
の
寄
贈
か
、

現
金
に
よ
る
寄
付
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
私

が
寄
付
を
続
け
て
い
る
の
は
、
仲
間
と
一
緒

に
苦
労
し
て
創
り
上
げ
た
「
手
作
り
図
書

館
」
を
残
し
た
い
と
思
う
か
ら
で
す
か
ね
ぇ
。

　
正
直
な
と
こ
ろ
、「
こ
の
お
金
で
も
っ
と

お
酒
が
飲
め
る
の
に
…
」
と
思
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
思
い
出
の
方
が
勝
る
ん
で
す
よ
。

（
笑
）

Ｑ
４　
今
回
の
寄
付
金
で
、
絵
本
を
８
冊
購

入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

横
谷
さ
ん  

寄
付
を
有
効
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
よ
い
本
が
入
り

図
書
室
が
さ
ら
に
充
実
し
、
人
が
集
ま
れ
る

場
、
必
要
な
情
報
が
得
ら
れ
る
場
に
な
る
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
過
ご
し
た
子

供
た
ち
が
、
大
き
く
な
っ
た
と
き
に
、
手
作

り
図
書
館
の
精
神
が
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ

と
を
望
み
ま
す
。
家
の
孫
も
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
ら
し
く
、
時
を
超
え
た
つ
な

が
り
を
実
感
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。
ま
た
、

夢
は
持
ち
続
け
る
こ
と
、
一
人
で
は
難
し
く

と
も
、
協
力
し
合
え
ば
実
現
で
き
る
と
い
う

こ
と
も
伝
え
ら
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

立
科
町
図
書
室
の

生
み
の
親
で
あ
り
、

支
え
る
ひ
と
で
も
あ
る

横
谷
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
�

お
話
を
お
聞
き
し
て

　
横
谷
さ
ん
の
お
話
か
ら
、
当
時
の
様
子
や
ご
苦
労
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
現
在
の
図
書
室
は
、
町
の
予
算

で
新
刊
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
所
蔵
数
２
万
冊
と
ず

い
ぶ
ん
充
実
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
図
書
室
が
、

た
く
さ
ん
の
人
の
苦
労
や
想
い
の
詰
ま
っ
た
「
夢
の
図

書
室
」
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
大
切
に
未
来
ま
で

つ
な
い
で
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

今回購入させていただいた新刊絵本

日時　４月24日㈬　午前10時30分～
場所　中央公民館　視聴覚室
対象　０歳児～
大型絵本・パネルシアターなど

親子でお楽しみください

お知らせ 「ちゅうりっぷの会」
による

乳幼児のための
おはなし会
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編
集
後
記

　
先
月
の
三
月
三
日
に
芸
能
グ
ル
ー
プ
発
表
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
以
前
に
比
べ
る
と
参
加
人

数
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
子
供
か
ら
大
人

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
に
発
表
い
た
だ
き
、

盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
三
月
三
日
と
い
え
ば
、
桃
の
節
句
。
地
域
に

よ
っ
て
は
一
ヶ
月
遅
れ
の
四
月
三
日
の
と
こ
ろ

も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
桃
の
花
の
時
期
と
す
る

と
三
月
は
ち
ょ
っ
と
早
い
気
が
し
ま
す
。

　
流
し
雛
を
代
表
と
す
る
よ
う
に
、
そ
の
昔
は

人
の
け
が
れ
や
災
い
な
ど
を
人
形
に
移
し
、
川

や
海
に
流
し
て
、
災
厄
を
祓
う
と
い
う
風
習
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
雛
人
形
と
し
て
飾
ら

れ
女
の
子
の
成
長
を
祝
う
行
事
に
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
桃
の
花
は
魔
を
除
く
花
と
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
桃
の
節
句
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。（
桃
太
郎
の
話
も
こ
こ
か
ら
き
て

い
る
と
い
う
説
も
あ
る
よ
う
で
す
。）

　
節
句
に
は
季
節
の
変
わ
り
目
に
旬
の
植
物
を

食
す
る
こ
と
で
、
生
命
の
力
を
分
け
て
も
ら
い

邪
気
を
祓
う
と
い
う
考
え
が
中
国
か
ら
日
本
に

入
っ
て
き
て
日
本
の
生
活
に
定
着
し
た
も
の
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
５
つ
の
節
句

が
定
め
ら
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
５
つ
の
節
句
。
桃
の
節
句
・
端
午
の
節
句
・

七
夕
の
節
句
は
馴
染
み
も
あ
り
、
聞
い
た
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
あ
と
２
つ
は
？　
調
べ

て
み
て
く
だ
さ
い
。	

Ｔ
・
Ｔ

　
今
日
も
児
童
館
に
町
内
各
地
よ
り
就
園
前
の

乳
児
、
幼
児
が
お
母
さ
ん
と
到
着
、
歓
び
勇
ん

で
玄
関
に
跳
び
込
ん
で
来
ま
し
た
。
館
内
は
一

瞬
に
し
て
元
気
な
子
ど
も
達
の
楽
園
、
我
が
町

の
充
実
し
た
子
育
て
支
援
対
策
を
基
に
開
館
さ

れ
た
「
子
ど
も
未
来
館
」。
ち
び
っ
こ
広
場
事

業
の
年
間
計
画
に
基
づ
き
、
私
達
厚
生
保
護
女

性
会
員
が
厚
生
保
護
活
動
の
軸
で
あ
る
「
子
育

　
と
き
め
き
舞
踊
会
の
生
い
立
ち
は
、
平
成
13

年
度
の
敬
老
の
日
で
、
３
グ
ル
ー
プ
（
三
部

落
）
合
同
で
21
世
紀
音
頭
を
踊
っ
た
と
き
の
反

省
を
し
て
、
皆
で
合
同
練
習
の
出
来
る
場
所
が

欲
し
い
と
の
希
望
が
あ
り
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
健
康
増
進
に
繋
が
る
な

ら
と
の
お
返
事
を
い
た
だ
き
、
公
民
館
活
動
の

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
平
成
14
年
４
月
「
と

て
支
援
」
を
一
環
と
し
て
託
児
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
親
同
士
の
交
流
の

場
と
し
て
、
児
童
館
の
先
生
や
保
健
師
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
等
で
座
が
盛
り
上
が
り
、
そ
の
間

子
ど
も
達
は
私
達
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
も
ち
ゃ

や
絵
本
、
い
ろ
い
ろ
な
遊
具
で
大
勢
の
お
友
達

と
所
狭
し
と
跳
び
回
り
、
時
に
は
お
も
ち
ゃ
の

取
り
合
い
、
ケ
ン
カ
等
賑
や
か
に
活
き
活
き
と

目
を
輝
か
せ
て
遊
ん
で
お
り
ま
す
。

　
こ
の
児
童
館
で
思
い
っ
き
り
遊
ん
だ
子
ど
も

達
が
次
は
新
装
と
な
っ
た
保
育
園
へ
、
そ
し
て
、

小
学
校
へ
と
健
や
か
に
成
長
さ
れ
る
事
を
願
う

も
の
で
す
。

　
厚
生
保
護
女
性
会
員
は
こ
の
活
動
を
通
し
て
、

お
母
さ
ん
達
が
安
心
し
て
育
児
が
出
来
る
環
境

き
め
き
舞
踊
会
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
使
用
し
、
指
導
者
に
町
内
在
住

の
寺
島
毎
子
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
月
２

回
、
第
１
・
２
の
木
曜
日
（
25
年
４
月
よ
り
第

２
・
４
の
木
曜
日
）
午
後
１
時
か
ら
３
時
頃
ま

で
練
習
を
し
て
お
り
ま
す
。
年
に
２
回
、
３
月

の
芸
能
グ
ル
ー
プ
発
表
会
、
９
月
の
敬
老
会
に

参
加
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
お

り
ま
す
。

　
私
も
、
舞
踊
は
惚
け
防
止
に
健
康
に
良
い
か

ら
と
友
人
に
誘
わ
れ
て
平
成
18
年
10
月
に
入
会

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
舞
踊
は
手
足
を
動

か
し
、
日
頃
使
わ
な
い
筋
肉
、
頭
の
体
操
で
老

化
防
止
に
は
最
適
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
仲

間
づ
く
り
を
大
切
に
練
習
し
て
一
汗
流
し
た
後

づ
く
り
、
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
微

か
で
す
が
貢
献
出
来
ま
す
こ
と
を
胸
に
こ
れ
か

ら
も
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
こ
の
活
動
は
会
員
に
と
っ
て
世

代
を
越
え
た
若
い
お
母
さ
ん
、
可
愛
い
子
ど
も

達
と
の
楽
し
い
ふ

れ
合
い
の
場
。
何

と
も
言
え
な
い
至

福
の
一
時
を
過
ご

さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
会

員
一
同
感
謝
！
感

謝
！
で
す
。

は
皆
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
楽
し
く
世
間
話
に

花
を
咲
か
せ
、
明
日
の
元
気
の
源
と
し
て
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
大
勢
の
若
い
入
会

者
を
迎
え
会
員
一
同
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　
舞
踊
の
内
容
は
主

に
民
謡
を
中
心
に
先

生
の
や
さ
し
い
ご
指

導
で
誰
で
も
気
軽
に

踊
れ
ま
す
の
で
時
間

が
あ
り
ま
し
た
お
立

ち
寄
り
い
た
だ
き
、

見
学
し
て
一
人
で
も

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

入
会
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

 
リ
レ
ー
回
想

 

ク
ラ
ブ
訪
問

子
育
て
支
援
活
動
を
通
し
て

�

中
嶋
　
順
子
（
茂
田
井
）

と
き
め
き
舞
踊
会

�

六
川
　
竹
子
（
西
塩
沢
）
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こども未来館情報 ４月・５月 行事予定
皆さんのご来館をおまちしています

児童館事業の様子

※都合により内容などが変更となる場合がありますので、ご承知ください。

なかよし広場
★対象：就園前のお子さんと保護者
★時間：午前10時30分～
★日程及び内容
　４月10日（水）ちびっこ広場
　　　11日（木）おはなし広場
　　　15日（月）たまご広場
　　　17日（水）ちびっこ広場
　　　19日（金）みんなで遊ぼう
　　　23日（火）親子リズム
　　　25日（木）親子運動遊び

５月 ８日（水）ちびっこ広場
　　 ９日（木）おはなし広場
　　13日（月）たまご広場
　　14日（火）親子リズム
　　16日（木）みんなで遊ぼう
　　22日（水）ちびっこ広場
　　23日（木）親子運動遊び
　　30日（木）子育て講話

（篠原助産師さん）

文化伝承教室
★対象及び時間：小学生　午後３時30分～

【囲　碁】★日程：４月18日（木）
	 ５月 ２日（木）・16日（木）

【将　棋】★日程：４月11日（木）・25日（木）
	 ５月 ９日（木）・23日（木）

【昔遊び】★日程：４月26日（金）・５月31日（金）

わくわく教室
★対象及び時間：小学生　午後３時30分～
★日程及び内容： ４月  8日（月）紙風船作り
　　　　　　　　　　15日（月）モール制作
　　　　　　　　　　22日（月）ブローチを作ろう
　　　　　　　　５月13日（月）粘土あそび
　　　　　　　　　　20日（月）箱を作ろう
　　　　　　　　　　27日（月）グループホーム訪問

学習･スポーツ教室
★対象及び場所と時間：
　小学生　立科小学校　午後３時～５時
★日程：
　５月 １日（水）・   8日（水）
　　　15日（水）・22日（水）
　　　29日（水）
★�内容：�学習アドバイザーの先生方に、予

習・復習等を教えていただくこと
ができます。

　　　　�学習終了後、３時30分より体育館
でスポーツ教室に参加できます。

レクリエーション教室
★対象及び時間：小学生　午後３時30分～
★日程及び内容
　４月24日（水）お花見をしましょう
　５月 ８日（水）山菜採りに出かけましょう

ビーズ教室（要予約）
★対象及び時間：小学生　午前10時～
★日程及び内容： ５月18日（土）未定

アートチャレンジ教室（要予約）
★対象及び時間：小学生　午前10時00分～
★日程及び内容：
　５月11日（土）母の日のプレゼントを作ろう

I
I
I
I
I
I
I

お菓子の家づくりおひなさまづくり

ちびっこ広場 放課後子ども教室

教育委員会



30広報たてしな  2013年４月

※本調査結果では、次のとおり表記しています。
遊 休 農 地　過去１年以上、作物の作付けを行っていないが、草刈等の管理は行っており、すぐに営農が再開できる状態の農地（＝休耕している農地）
耕作放棄地　過去１年以上、作付けを行っておらず、草刈等の管理もしていないため、荒廃し、すぐに営農が再開できる状態にない農地

　昨年11月に全農家を対象に実施しました意向調査の結果がまとまりましたので
ご報告します。
　町では、この結果を元に、農業の「未来の設計図」となる人・農地プランを作
成し、認定農業者、規模拡大農家といった地域の中心となる経営体への農地集積
を推進することで、農家の高齢化や後継者不足による耕作放棄地の増加を解消し、今後の立科町農業の方向性を見出
したいと考えています。
　ご協力ありがとうございました。

人・農地プランに関する意向調査結果（抜粋）
農家　　の窓

農業委員
会だより

● 転用許可後の地目変更登記をお忘れなく ●

配付農家数  1,590戸　　提出農家  1,445戸　　回収率  90.9％

農家の現況

遊休農地・耕作放棄地について

地域の農業について

農林係

80歳以上  73戸  5％ 40歳未満  26戸  2％
40～49歳
103戸  7％

50～59歳
279戸  19％

60～69歳
440戸  31％

70～79歳
311戸  22％

80～89歳
208戸  14％

遊休・耕作
放棄地なし

耕作放棄地あり
435戸  30％

不明
252戸  18％

遊休・耕作放棄地
共にあり

遊休農地あり
283戸  20％

291戸  20％

179戸  12％

地域の中心となる
経営体に農地を

集めていくことが必要
721戸  50％

何も
しなくて
よい

その他
71戸  5％

186戸  13％

不明
462戸  32％

稲作主体
802戸  55％

不明
269戸  19％

その他
184戸  13％畜産主体

18戸  1％

果樹主体  96戸  7％

野菜主体
71戸  5％

高齢化で
農作業ができない
314戸  27％

農地の条件が悪く、
耕作が困難
444戸  38％

自分では耕作
できないが、
他人に農地を
貸したくない
94戸  8％

鳥獣の被害が
ひどい

その他
228戸  20％

87戸  7％

現在は必要としていないが、
将来を考えると、
早い段階で確保する
必要がある

今すぐ確保する
必要がある

特に必要はない
335戸  23％

不明
353戸  25％

567戸  39％

185戸  13％

年齢別農家数 主体経営別農家数

遊休・耕作放棄地がある農家数

地域の農業を維持可能なものとするために今後どうすべきか 地域に青年就農者（新規就農者）が入る必要性について

遊休・耕作放棄地が発生した理由
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将来の農業経営について

現状維持
922戸  64％

規模縮小
194戸  13％

離農
97戸  7％

不明  188戸  13％

規模拡大  39戸  3％

高齢化により、
農業経営の継続が
困難である
272戸  42％

農業経営の
採算が合わない
143戸  22％

その他  40戸  6％

農業を営む
後継者がいない
193戸  30％

現状維持
817戸  57％規模縮小

224戸  16％

離農
136戸  9％

不明
231戸  16％

規模拡大  32戸  2％

後継者はおり、すでに
農業に従事している

82戸  6％

現在は農業以外の
仕事に従事しているが、
家の農業は継承できる

農業以外の仕事に
従事しており、

将来の農業後継者の
見込みはない

家を継ぐ者が
いない

不明
280戸  19％

391戸  27％

444戸  31％

243戸  17％

５年後の農業経営 10年後の農業経営

5年後、10年後の農業経営について規模縮小、離農と回答した理由 農業後継者

長野県農業経営士、
長野県農村生活マイスターとして認定されました

　次の皆さんが長野県知事から、長野県農業経営士と長野県農村生活マイスターに認定されました。
　立科町農業の振興・活性化のため、今後益々のご活躍を期待しております。

長野県農業経営士
　豊かで潤いのある農村を築くため、優れた農業
経営を通して農業後継者の育成に指導的役割を果
たし、　地域農業の発展に貢献している農業経営
者を県知事が認定します。

長野県農村生活マイスター
　地域農業の振興、望ましい農家生活の推進及びむらづくり活動
等に女性の立場から取り組み、地域の実践的リーダーとして活動
することをねらいに、農業経営と農家生活の向上に意欲的な女性
農業者を県知事が認定します。

長
野
県
農
村
生
活
マ
イ
ス
タ
ー

寺
島　
千
鶴
さ
ん
（
立
石
）

長
野
県
農
業
経
営
士

栁
澤　
勝
己
さ
ん
（
五
輪
久
保
）

長
野
県
農
業
経
営
士

栁
澤　
和
廣
さ
ん
（
五
輪
久
保
）
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狂
犬
病
予
防
注
射
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
！

登録済の犬（注射料のみ）	……………3,220円
新規登録の犬（注射料+登録料） 	……6,220円

実施予定表

狂犬病予防注射の実施について
　平成25年度の狂犬病予防注射（集合）を下記の日程で実施します。登録をしてある飼い主の方には
狂犬病予防注射申請ハガキを郵送しますので、都合のよい実施場所で必ず受けてください。
　新規登録をされる場合は、役場または実施場所で申請してください。

※実施会場では混雑が予想されますので、
　お釣りのないようお願いします。

 手数料（料金）

狂犬病とは
　狂犬病は、人と動物の共通感染症です。国内で
は、1957年以降発生はありませんが、効果的な治
療法はなく発病するとほぼ100％死亡するという
恐ろしい病気です。

狂犬病予防法による義務
　「狂犬病予防法」により犬の飼い主は、狂犬病予
防注射を毎年1回、4月～6月までの3ヶ月の間に受
けることが義務づけられています。これを怠ると
20万円以下の罰金に処せられることがあります。

対象となる犬
　生後91日以上のすべての犬
　譲り受けた犬や室内犬であっても対象となります。

注意事項
・犬が死亡している場合には、ハガキに「平成○
年○月○日死亡」と書いて提出してください。

・犬が病気・衰弱等により注射を受けられない場
合は、獣医師の【猶予証明書】の提出をお願い
します。

・首輪に鑑札・注射済票・名札など飼い主のわか
るものを必ずつけましょう。

飼い主のマナー
・放し飼いは事故のもとです。他人の迷惑になり

ますので絶対にやめましょう。
・散歩の際の犬のフンは、飼い主が責任を持って

必ず持ち帰りましょう。
・知らない間に犬が逃げ出さないよう
　首輪や鎖（リード）・繋ぎもとは
　定期的に確認しましょう。

※不明な点は
　役場町民課環境保健係へ
　お問い合わせください。

実施月日 実施場所 実施時間

４月16日㈫

藤沢公民館 9：00～  9：15
蟹原公民館 9：30～  9：35
虎御前公民館 9：45～  9：55
五輪久保公民館 10：00～10：05
外倉公民館 10：10～10：35
柳沢公民館 10：40～10：45
牛鹿公民館 10：50～10：55
滝神公民館 11：00～11：15
山部公民館 11：20～11：35
上房公民館 11：45～11：50
役場駐車場 13：00～13：20
石川公民館 13：40～14：00
立石公民館 14：05～14：15
日中公民館 14：20～14：30
蟹窪公民館 14：35～14：45

４月17日㈬

役場駐車場 9：00～  9：20
赤沢公民館 9：25～  9：40
中原公民館 9：45～  9：55
細谷公民館 10：00～10：15
桐原生活協同館 10：20～10：35
平林公民館 10：45～10：55
真蒲生活改善センター 11：05～11：10

４月18日㈭

西塩沢公民館 9：00～  9：20
塩沢公民館 9：25～  9：40
大城公民館 9：45～10：00
野方公民館 10：10～10：25
茂田井公民館 10：35～10：55
古町公民館 11：10～11：20
中尾公民館 11：30～11：35
美上下バス停前 11：40～11：45
蓼科ふれあいセンター 13：00～13：15
樽ヶ沢温泉前 13：25～13：30
南平台ロッジ前 13：40～13：50
役場駐車場 14：40～15：00

５月19日㈰ 役場駐車場 9：00～10：00

環境保健係
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参加資格
① 生後６ヶ月から２歳までの犬で登録と狂犬病予防注射を実施済であること。
② 混合ワクチン接種済みの犬であること。
③ 全課程に参加できる犬及び飼い主であること。
④ 動物愛護会佐久支部会員であること。（受講当日に入会可）

開催日程

申込期間
　・春期教室：４月３日㈬～４月26日㈮
　・秋期教室：９月４日㈬～９月27日㈮
募集人員：春期・秋期  各30名（申し込み順）
受 講 料：5,000円（動物愛護会年会費1,000円を含む）

引き取り場所及び時間
　佐久合同庁舎  西側　駐車場  犬舎前　午前11時～12時
　佐久市大字跡部65−1　TEL. ０２６７－６３－４１９１
引き取り日

引き取り料金　■ 生後91日以上の犬・猫の場合：1頭（匹）で2,000円
　　　　　　　■ 生後91日未満の仔犬・仔猫の場合：

１回の引き取りで10頭（匹）まで2,000円
持ち物
　⑴ 印鑑　　⑵ 犬の場合は鑑札と狂犬病予防注射済票
その他
　⑴引き取りは、原則として毎週木曜日ですが、実施しない日もあり

ますので注意してください。
　⑵ 指定の日時以外は、取り扱いません。

　春先は、迷い犬の多�い
季節です。
　知らない間に飼い犬が
離れてしまうことのない
よう、首輪や鎖等の確認
を定期的に行い、また必ず鑑札や狂犬病予防
注射済票などをつけ、飼い主が判別できるよ
うにしましょう。
　迷い犬は町内で捕獲されることが多いため、
できるだけ飼い主のもとへ帰れるよう、テレ
ビの「データ放送」で迷い犬の放送を実施し
ていますのでご覧ください。
　尚、役場には犬舎がないので、保護できる
のは１日程度で、その後は保健所に引き取ら
れます。
　飼い犬が行方不明になった時は、早目に役
場町民課へご連絡ください。

教室の内容
　　⑴学科講習　知っておきたい動物の法律、犬の習

性・生理と病気の知識などしつけのポ
イントとしつけ方教室の注意事項

　　⑵実技講習　犬のしつけ方、基礎服従訓練（脚側、
座れ、伏せ、待て、こい）

佐久保健福祉事務所内  動物愛護会佐久支部事務局　TEL. 0267−63−4191

犬のしつけ方教室
受講者募集

春期教室 日　程 時　間 場　所

学科講習（開講式） ５月12日㈰ ９:30～12:00
佐久合庁
401号
会 議 室

実技講習　第１回
　　　　　第２回
　　　　　第３回
　　　　　第４回
　　　　　第５回
（閉講式）   第６回

５月19日㈰
５月26日㈰
６月  2日㈰
６月16日㈰
６月23日㈰

９:30～11:30 佐　　久
合同庁舎
駐 車 場

６月30日㈰ ９:00～11:00

秋期教室 日　程 時　間 場　所

学科講習（開講式） 10月  6日㈰ ９:30～12:00
佐久合庁
401号
会 議 室

実技講習　第１回
　　　　　第２回
　　　　　第３回
　　　　　第４回
　　　　　第５回
（閉講式）   第６回

10月13日㈰
10月20日㈰
10月27日㈰
11月  3日㈰
11月10日㈰
11月17日㈰

９:30～11:30
佐　　久
合同庁舎
駐 車 場

申込み・お問い合わせ先

平成25年度 犬猫の引き取り業務のお知らせ

佐久保健福祉事務所　TEL. 0267−63−4191お問い合わせ先

４月 	 4日	 11日	 18日	 25日
５月 	 9日	 16日	 23日	 30日
６月 	 6日	 13日	 20日	 27日
７月 	 4日	 11日	 18日	 25日
８月 	 1日	 8日	 15日	 22日	 29日
９月 	 5日	 12日	 19日	 26日
10月 	 3日	 10日	 17日	 24日	 31日
11月 	 7日	 14日	 21日	 28日
12月 	 5日	 12日	 19日	 26日
１月 	 9日	 16日	 23日	 30日
２月 	 6日	 13日	 20日	 27日
３月 	 6日	 13日	 20日	 27日

迷い犬に
ついて
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平成25年度  結核検診のお知らせ
　下記の日程で結核検診を実施しますので、対象となる方は受診してください。				  
　◎ 結核は、現在でも多くの患者が発生している感染症です。	 				  
　65歳以上の方は、結核予防法で年に１回の検診が義務付けられています。	

※胸部の病気で治療中の方、セキなどの症状がある方は医療機関の受診をお勧めします。
　（対象以外の方が受診される場合、検診費用900円が必要となります。）

当日は、「結核検診票」をご持参ください。
撮影時は薄い肌着１枚程度でお願いします。ボタン･湿布・ネックレス等ははずしてください。
検査結果は５月下旬にでます。

65歳以上の町民の方 無　料対象者

受診時の注意

結果について

料　金

お問い合わせ先　役場環境保健係　　電話　56－2311　有線2311　

環境保健係

検診日程 時　　間 会　　場 対象地区

４月30日㈫

午前の部   8：50〜  9：10 虎御前公民館 虎御前
  9：20〜  9：30 五輪久保公民館 五輪久保
  9：40〜10：10 外倉公民館 外倉
10：20〜10：30 柳沢公民館 柳沢
10：40〜10：50 マル牛共選所 牛鹿
11：00〜11：15 平林公民館 平林
11：25〜11：50 桐原生活協同館 桐原

午後の部   1：10〜  1：30 細谷公民館 細谷
  1：40〜  2：00 中原公民館 中原
  2：10〜  2：30 赤沢集会所 赤沢・和子
  2：45〜  3：15 保健センター 町５〜10

５月１日㈬

午前の部   9：40〜10：00 蓼科公民館 蓼科
10：45〜10：55 姥ヶ懐公民館 （美上下・中尾）・姥ヶ懐
11：10〜11：40 古町公民館 古町

午後の部   1：10〜  1：25 蟹原集会所 蟹原
  1：35〜  2：05 藤沢公民館 藤沢
  2：20〜  2：30 日向（寺島育雄氏宅前） 日向
  2：35〜  2：45 真蒲消防庫前 真蒲
  3：00〜  3：30 保健センター 町１〜４

５月２日㈭

午前の部   8：45〜  9：00 立石公民館 石川・立石
  9：10〜  9：20 日中公民館 大深山・日中
  9：30〜  9：50 蟹窪公民館 蟹窪
10：00〜10：10 滝神公民館 滝神
10：20〜10：30 山部公民館 山部
10：35〜10：45 上房公民館 上房
11：00〜11：40 茂田井公民館 茂田井

午後の部   1：15〜  1：45 西塩沢公民館 西塩沢
  1：55〜  2：15 塩沢公民館 塩沢
  2：25〜  2：35 大城集会所 大城
  2：45〜  3：15 野方公民館 野方
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発達障害への理解と

支援の輪を広げまし
ょう！

環境保健係

　新年度のスタートとともに、お弁当生活が始まった方にお勧めのお弁当です。
　決まった割合で弁当箱にご飯とおかずを詰めるだけ！簡単にエネルギー量と栄養バランスを
調整できる「３・１・２弁当箱法」をご紹介します。

①自分に合ったお弁当箱を選ぶ
　　まず、食べる人に合ったサイズのお弁当箱を選びます。容量１mlはエネルギー１kcalに換算できるので、自分に
合った大きさのものを使います。性別・年齢別で必要な弁当箱の容量（エネルギー量）は次の通り。

②栄養の黄金比率は３・１・２！
　弁当箱の面積を６等分して主食（ご飯）、主菜（たんぱく質中心のおかず）、副菜（野菜中心の
おかず）をそれぞれ３対１対２の割合で詰めます。ポイントは、主菜と副菜を同じ方法で調理し
ないこと。例えば、主菜が油を使った調理法なら、副菜は油を使わないものに。仕上げは料理が
動かないようにしっかりとおいしそうに詰めて、満点弁当の出来上がり！ 出典：「３・１・２弁当箱ダイエット法」足立己幸・針谷順子著

「３・１・２弁当箱法」を紹介します 環境保健係

知って欲しいこと 　　
一見してわかる障害ではないため、様々な誤解を生んで
しまうことがあります。
　発達障害は、生まれつきの脳の機能のアンバランスに
よるものです。本人の性格の問題や怠けから来るものでは
ありません。「育て方が悪い」「愛情不足」というのも正し
くありません。発達のしかたに生まれつき凸凹のある障害
ですが、社会や家庭、教育などの様々な影響を受けて年
齢とともに成長していきます。凸凹のある発達のしかたを
理解してサポートすることで、個人差はありますが「障害
を持ちつつ適応していく」ことにつながります。

応援してください 　　
　「他の人の気持ちや感情を理解すること」「一般的な常
識をみにつける」ことなどが苦手です。「会話」が苦手
だったり、「音」や「光」などの感覚が過敏で、こうし
た刺激を苦手とする人もいます。このため周りの人たち
に理解できない行動をあらわすことがあります。本人が
何に困っているのかをきちんと把握し、安心できる環境
を整えること、その人にあったやり方で正しい方法を出
来るだけ具体的に伝えること、穏やかに根気よく接する

　自閉症をはじめとする発達障害の理解が広がりはじめています。発達障害について知ること、理解することは、発
達障害がある人だけでなく、誰もが幸せに暮らす社会の実現につながります。

ことで、よい関係を作れるようにしていきます。多くの
人の目には変わった行動に映るかもしれませんが、行動
や態度の意味を理解して、「よい点」を見つけるような
かかわりが望まれます。

長野県発達障害者サポーター養成講座に
参加してみませんか？ 　

　発達障害者の方やそのご家族が安心して生活できる地
域づくりを推進するため「発達障害者サポーター」を養
成しています。発達障害の方が困っている時、パニック
になっている時、理解して見守ってくれる人が近くにい
ることは一番の支援になります。また、ご家族にも支え
てくれる人が必要です。あなたも身近な理解者の１人に
なりませんか？ 
開催日：５月８日㈬　　時　間：午前９：30～11：30
会　場：保健センター　参加定員：10名
　電話で役場環境保健係にお申込みください。

（託児の希望がありましたら、申込時にお知らせください。）

保健ニュース
４月２日は世界自閉症啓発デー、４月２日～８日は発達障害啓発週間です

　講座は、開催したい団体やグループが、県に申請し決
定されると開催されます。
　詳しくは、長野県ホームページ「長野県発達障害者サ
ポーター養成講座」をご覧ください。

年齢（歳） ６～７ ８～９ 10～11 12～14 15～17 18～49 50～69 70～
男　性 500 600 800 800 900 900 800 700
女　性 500 600 700 800 800 700 700 600

活動量によって、
100mlくらい増
減すると良いで
しょう。

■ 弁当箱のサイズ（ml）の目安＝１食に必要なエネルギー量（kcal）



36広報たてしな  2013年４月

息子が生まれ、色々な方が声を掛けてく
れるようになりました。温かく見守って
くれる方達と、息子に感謝します。

小
お

俣
また

　源
げん

ちゃん（男）細谷
お姉ちゃんと遊ぶのが大好きな古都念
ちゃん♡
のびのびと大きくなってね♪

山
やま

浦
うら

 古
こ

都
と

念
ね

ちゃん（女）細谷
いつもニコニコ笑顔のたっちゃん。
その全てが宝物です。
健康に、心豊かに育ってくださいね。

大
おお

関
ぜき

 辰
たつ

幸
ゆき

ちゃん（男）野方

いつまでも、自分らしくキラキラ輝いて
いてね。

丸
まる

山
やま

 あめりちゃん（女）町
笑うと、両方に可愛いエクボが出ます。
最近は、靴を履いて外を散歩するのが楽
しいみたい。元気いっぱいな女の子です。

森
もり

本
もと

 志
し

菜
な

乃
の

ちゃん（女）野方

大きく育て子ども王国

平成24年３月生まれ〜
平成24年４月生まれ

（10、11ヶ月児健診時に撮影）

　出生時の体重が2,000ｇ以下又はその他の理由により、指定養育医療機関の医師が入院を必要
と認めた場合、その医療費の一部を公費で負担する制度です。
　保護者の住所が立科町にあり、県で指定している医療機関で医療を受けているお子さん（１歳
未満）が対象。
　医療保険の対象となる医療費を病院の窓口でお支払いただく必要はありません。（おむつ代な
ど保険対象外の費用は別です。）
　ただし、世帯の所得税額等に応じて、後日自己負担額を徴収させていただきます。
　次の必要書類を添えて　役場　町民課　環境保健係へ提出してください。
１、「養育医療給付申請書」（役場窓口に設置）
２、「養育医療意見書」（主治医が記入）
３、「世帯状況証明書」（世帯全員）
４、所得税額を証明できる書類（市町村民税が「非課税以外」の世帯員は、次の書類）
①給与所得・年金所得のみの方……源泉徴収票の写し
②上記以外……確定申告書の写など住民税及び所得税額を証明できる書類

今まで県で行っておりました未熟児に対する養育医療の費用支給を、
法律の改正により4月より町で行うことになりました

環境保健係

環境保健係

制度の概要

自己負担額

申請の仕方

対　象　者

４月から未熟児養育医療の申請窓口が
役場に変わります
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　助成金の交付申請をした日の１年以上前から継続して立科町に双方の住所がある法律上のご夫
婦で、双方に町税ほか町徴収金の滞納が無い方が対象です。

　不妊治療のうち保険適用外の人工受精・体外受精・顕微授精の治療費が対象です。ただし、
「長野県不妊治療費助成事業実施要綱」の規定に基づき交付を受けた金額は除きます。

　対象経費の10分の７以内の額。　ただし、１年度あたり30万円を限度とします。
　助成は、同一の夫婦に対して５年度とします。

　助成を受けようとする夫婦は、「立科町不妊治療費助成金交付申請書」に次の書類を添えて、
不妊治療が終了した日の属する年度の３月31日までに役場町民課環境保健係へ提出してください。
① 医療機関が証明した「不妊治療実施証明書」（役場窓口に設置）
② 医療機関が発行する不妊治療にかかる領収書
③ 県発行の不妊治療費助成金交付決定通知書（県の助成を超えた金額を申請する方）
④ その他町長が必要と認める書類

　対象となる疾患は130疾患あります。（福祉係にお問い合わせください。）

　対象疾患に罹患していることがわかる証明書（診断書又は特定疾患医療受給者証等）を持参の
上、福祉係に支給を申請してください。
　その後、障害程度区分の認定や支給認定等の手続きを経て、必要と認められたサービスを利用
できることになります。

　立科町では、自宅で介護している介護者の皆様が集い、助け合い、学びあいを深めていくために家庭介護者の
会「ひまわりの会」として活動しております。
主な活動の内容は  ……………………………………………………………………………………………………………
●交流会……お茶会、忘年会等　　●介護者の健康……健康体操・レクリエーション教室等
●慰労、リフレッシュ……マレットゴルフ、旅行等
　おしゃべりを通してストレスを解消したり、より良い介護法、自分自身の健康管理等々、一緒に参加してみま
せんか。皆様のご入会をお待ちしております。
申込方法 ………………………………………………………………………………………………………………………
●入会条件　自宅で介護されている立科町の皆さん
●年 会 費　1,000円（※事業によっては、年会費以外に一部負担金をいただく場合がございます。）
●お申し込み先　立科町役場　町民課内　立科町地域包括支援センター
　電話  56－2311、有線  4503まで、ご連絡ください。

　平成25年４月に施行される障害者総合支援法では、障害者の範囲に難病等の方々が加わります。対象となる方々
は、身体障害者手帳の所持の有無に関わらず、必要と認められた障害福祉サービス等の受給が可能となります。

不妊治療を受けているご夫婦に対し、
治療に要する経費を助成する事業を開始します

環境保健係

福祉係

助成を受ける
ことができる方

助成金の額等

申請の仕方

手　続　き

助成の対象と
なる不妊治療

対　象　者

４月から立科町不妊治療補助事業を開始します

平成25年４月から
「障害者自立支援法」が改正され、
難病等の方々が障害福祉サービス等の対象となります

家庭介護者の会「ひまわりの会」へのお誘い 福祉係
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“災害時要援護者支援台帳”とは？ 福祉係Ⅱ
　町では、災害時要援護者支援台帳の更新を行います。
　前回申請された内容の確認や情報の見直しを行い、また、新たに台帳への登録を希望する方々の情報を登録いたし
ます。尚、この情報に関しては自治会や民生児童委員の方々へ提供することになりますので、そのことをご了解いた
だく必要があります。

　災害が起きた時に、一人で移動することや必要な情報を得ることが難しいな
ど避難することに何らかの支援を必要とする方

（１）障害者手帳の交付を受けており、支援を受けないと移動できない方
（２）一人暮らし高齢者、または高齢者のみの世帯の方
（３）寝たきり状態など移動に介助が必要な方々等

対象となる方

更新方法
１．前回申請いただいた内容を転記したものを、役場からそれぞれの方へ郵送します。（５月末の発送を予定して

います）
２．申請書がお手元に届きましたら内容を確認し、追加するものや削除するものなどがあれば記入してください。
　　訂正がなければそのまま提出してください。
３．提出の方法は、地域の民生児童委員さんに個別に訪問していただき、内容を確認した上で回収いたします。役

場福祉係にご提出いただいても結構です。
新しく登録する場合

１．新しく台帳に登録を希望される方は、専用の台帳用紙を配付いたしますので、役場福祉係や地域の民生委員さ
んにご連絡をお願いいたします。

外国人住民の皆さんへ
　2013年（平成25年）７月８日から、外国人住民の方についても住民基本台帳ネットワークシステム（住基
ネット）の運用が開始されます。また、住基カードの交付を受けることができるようになります。

●住基ネットの運用開始に伴い、外国人住民の方の住民票に住民票コードが記載され、2013年（平成25年）
７月８日から、その住民票コードがご本人に通知されます。

●2013年（平成25年）７月８日から、外国人住民の方も住民基本台帳カードの交付を受けることができるよ
うになります。

※住基ネットに関する詳しい内容につきましては、「住民基本台帳ネットワークシステムのホームページ」をご
覧ください。

※住基カードに関する詳しい内容につきましては、「住民基本台帳カード総合情報サイト」をご覧ください。

住民係

　住民票コードは、住基ネットにおいて全国共通の本人確認を行うにあたって必要不可欠な、無作為の11
桁の番号です。

　写真つき住基カードは公的な証明書としても使えます。住基カードに電子証明書を格納することで、電
子証明書による本人確認を必要とする行政手続のインターネット申請ができるようになります。（電子申
告など）
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４
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入
隊　
入
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後
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で
３
等
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部
上
田
地
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事
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所

電
話　
０
２
６
８
─
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２
─
５
２
６
７
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地
方
協
力
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部
よ
り

「
幹
部
候
補
生
の
募
集
」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ

国 民 年 金 か ら の お 知 ら せ
 こんなときは必ず届け出を！

　届出を忘れると、将来、年金が受給できない場合や、受給額が減額される場合もありますのでご注意ください。

こんなとき 届出に必要なもの 届出先
会社を退職したとき ○印鑑

○年金手帳
○退職年月日の証明書

役場町民課住民係

配偶者の扶養からはずれたとき ○印鑑
○年金手帳
○資格喪失日の証明書

20歳になったとき ○印鑑
学生で収入が少ないとき（学生納付特例の申請） ○印鑑

○学生証または在学証明書
所得の減少により保険料の減免等を受けたいとき ○印鑑
年金手帳を紛失したとき ○印鑑
結婚・退職等により配偶者の扶養になるとき 配偶者の勤務先
配偶者が会社を変わったとき（扶養になっている場合） 配偶者の新しい勤務先

住民係

　平成25年４月分から平成26年３月分までの国民年金保険料は月額「15,040円」です。保険料の納付は便利でお得
な口座振替・前納がおすすめです。

住民係

国民年金保険料についてのご案内
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「たてしなの逸品」がそろいました。
立科のお土産、ご贈答品は「たてしな屋」をご利用ください。
　・たてしなサイダー　　　・たてしなジュースセット
　・たてしな産蕎麦セット　・そばかりんとう　　・りんごかりんとう
　・たてしなにんにくドレッシング　他各種
商品注文のチラシも出来ましたので、お問い合わせください。

TEL. ０５０－３５８３－２５３０　  FAX. ０５０－３５８３－１５３０
株式会社立科町農業振興公社「たてしな屋」（場所は中央公民館の駐車場横）

広報誌に広告を掲載しませんか。詳細は財政係までお問い合わせください。

広  

告
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寒
か
っ
た
冬
が
明
け
、
よ
う
や
く
、
桜
花
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
か
ね
て
よ
り
建
設
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
統
合
保
育
園
が
２

月
に
竣
工
し
、
こ
の
４
月
よ
り
開
園
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

伴
い
長
年
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
、
千
草
保
育
園
、
若
草
保
育

園
、
三
葉
保
育
園
の
三
園
を
平
成
24
年
度
限
り
で
閉
園
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
、
千
草
保
育
園
は
昭
和
34
年
に
、
若
草
保
育
園
は
昭
和
36
年
、

三
葉
保
育
園
は
昭
和
37
年
に
そ
れ
ぞ
れ
開
園
し
、
そ
の
後
、
園
児
数
の
増
加
や
施

設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
昭
和
53
年
か
ら
56
年
に
か
け
全
面
改
築
が
行
わ
れ
、
地
域

の
皆
様
と
共
に
50
年
余
に
亘
り
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
大
き
く
変
化
す
る
社
会
環
境
の
中
で

少
子
化
が
進
み
、
茂
田
井
保
育
園
が
平
成
18
年
３
月
を
も
っ
て
閉
園
と
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
後
も
園
児
数
が
減
少
す
る
中
で
、
保
育
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
保
護

者
の
皆
さ
ん
や
多
く
の
関
係
す
る
皆
さ
ん
に
ご
検
討
を
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
、

三
園
を
統
合
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
本
日
に
至
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
園
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
た
皆
さ
ん
や
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
園
児
が
楽
し
く
遊
ん
で
い
る
姿
が
見
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
は
、
寂
し

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
「
た
て
し
な
保
育
園
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、

新
た
な
歴
史
を
刻
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
町
民
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
に
沢
山
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
、

お
陰
様
で
、
恙
無
く
閉
園
に
な
り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
く
建
設
さ
れ
ま
し
た
園
舎
は
、
南
に
優
雅
な
蓼
科
山
、
東
に
浅
間
山
を
望

む
絶
好
の
場
所
に
、
蓼
科
山
麓
で
育
っ
た
唐
松
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
木
造
建
築

で
温
か
み
の
あ
る
建
物
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
度
の
三
園
統
合
の
機
会
に
保
育
の
内
容
も
見
直
し
、
立
科
教
育
の

一
環
と
し
て
幼
児
教
育
の
充
実
に
も
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
園
舎
で
「
未
来
か
ら
の
贈
り
物
」
で
あ
り
ま
す
子
ど
も
た
ち
が
、
元
気
に

健
や
か
に
育
つ
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
町
民
の
皆
様
に
は
、「
た
て
し
な
保
育
園
」
の
運
営
に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
閉
園
に
当
た
っ
て
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

３保育園の閉園にあたって
立科町長　小宮山　和幸

千草保育園

若草保育園

三葉保育園

あゆみ　昭和34年４月１日竣工、４月13日開所
　　　　昭和56年２月９日新園舎竣工
　　　　平成18年４月１日茂田井保育園閉園による園児受入
　　　　平成25年３月22日閉園

あゆみ　昭和35年10月31日西小学校の旧講堂を利用して建築
　　　　昭和36年４月開所
　　　　昭和54年12月27日新園舎竣工
　　　　平成25年３月22日閉園

あゆみ　昭和37年３月28日旧東部出張所を改築し竣工
　　　　昭和37年４月１日開所
　　　　昭和53年10月31日新園舎竣工
　　　　平成25年３月22日閉園

卒園児数（54年間）　1,837名

卒園児数（52年間）　1,647名

卒園児数（51年間）　1,030名

千草保育園閉園式　鍵の返却

若草保育園閉園式　鍵の返却

三葉保育園閉園式　鍵の返却
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千
草
保
育
園
長　

山
口　
恵
理

　
北
に
浅
間
連
峰
、
南
に
蓼
科
山
を
望
む
自
然
豊

か
な
地
の
も
と
に
、
園
庭
に
は
四
季
折
々
に
様
々

な
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
で
あ
る

桜
の
木
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
眺
め
な
が
ら
、

元
気
い
っ
ぱ
い
過
ご
し
た
園
舎
と
お
別
れ
す
る
と

も
な
れ
ば
、
様
々
な
思
い
出
が
駆
け
巡
り
ま
す
。

　
春
は
畑
作
り
を
通
し
て
、
子
ど
も
と
共
に
野
菜

の
生
長
を
知
り
、
大
切
に
育
て
る
心
も
学
び
、
貴

重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
夏
の
楽

し
み
は
プ
ー
ル
遊
び
。
年
長
児
に
な
る
と
ほ
と
ん

ど
の
子
が
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の
泳
ぎ
を
み
て
も
ら
い
た
く
て
、

我
先
に
と
プ
ー
ル
へ
飛
び
込
ん
で
い
く
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
八
月
の
終

わ
り
に
、
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
顔
は
、
自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。
秋
に
は
、
近
く
の
田
ん
ぼ
の
土
手
へ
イ
ナ
ゴ
取
り
に
出
か
け
た

り
、
風
の
子
広
場
へ
行
っ
た
り
し
て
、
散
歩
も
毎
日
の
よ
う
に
楽
し
み

ま
し
た
。
冬
に
は
、
町
営
ス
キ
ー
場
へ
そ
り
滑
り
に
行
き
ま
し
た
。
園

庭
で
は
、
雪
合
戦
や
か
ま
く
ら
作
り
な
ど
、
寒
さ
厳
し
い
立
科
な
ら

で
は
の
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。
一
年
間
の
活
動
や
行
事
を
通
し
て
楽

し
か
っ
た
こ
と
、
悔
し
か
っ
た
こ
と
、
頑
張
る
こ
と
、
我
慢
す
る
こ
と
、

友
だ
ち
と
協
力
す
る
こ
と
の
数
々
の
体
験
を
し
た
こ
と
は
、
ど
の
子

の
心
の
中
に
も
、
思
い
出
と
し
て
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
心
身
と
も
に
健
康
で
い
き
い
き
し
た
子
ど
も
」
を
保
育
目
標
に
、

こ
れ
か
ら
も
保
育
園
は
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
と
更
な
る
連
携
を

図
り
、
人
間
性
豊
か
な
立
科
の
子
ど
も
た
ち
を
育
む
環
境
づ
く
り
の

充
実
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
ま
で
千
草
保
育
園
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の

皆
様
、
地
域
の
皆
様
、
関
係
各
位
の
皆
様
方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 千草保育園

プール遊び

旧園舎

大運動会 夜間お楽しみ会  おばけ

千草保育園外観

誕生会 避難訓練
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若
草
保
育
園
長　

中
谷　
秀
美

　
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
若
草
保

育
園
は
、
春
は
お
花
見
、
桜
の
木
の

下
で
お
や
つ
を
い
た
だ
い
た
り
、
た

ん
ぽ
ぽ
や
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
で
花
時

計
・
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
つ
く
り
、
夏
は

木
陰
で
お
ま
ま
ご
と
、
セ
ミ
の
鳴
き

声
、
秋
は
紅
葉
、
落
ち
葉
で
造
形
あ

そ
び
、
冬
は
雪
遊
び
な
ど
四
季
を
身

近
で
感
じ
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。　
散
歩
に
出
か
け
野
山
を
駆
け

回
っ
た
り
、
り
ん
ご
の
色
づ
き
を
見

た
り
、
色
々
な
発
見
・
感
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
大
き
い
ク
ラ
ス
の
子
が
小
さ
い
ク
ラ
ス
の
子
の
世
話
を

し
て
あ
げ
た
り
一
緒
に
遊
ん
で
あ
げ
る
こ
と
で
、
優
し
い

思
い
や
り
の
心
が
育
ち
、
運
動
会
や
食
育
活
動
な
ど
色
々

な
行
事
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
友
だ
ち
と
力
を
合
わ
せ
る

こ
と
の
大
切
さ
、
頑
張
る
力
も
育
っ
て
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の
体
験
を
通
し
て
、
た
く

さ
ん
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
保
育

目
標
で
も
あ
り
ま
す
、「
思
い
や
り
の
あ
る
、
身
心
と
も
に

健
康
で
い
き
い
き
し
た
子
ど
も
」
に
育
ち
ま
し
た
。

　
〝
思
い
や
り
が
あ
り
笑
顔
が
素
敵
な
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の

若
草
の
お
友
達
〟
お
友
達
か
ら
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と
元
気

を
も
ら
い
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

　
閉
園
を
迎
え
る
に
あ
た
り
長
い
間
、
保
護
者
の
皆
様
、

地
域
の
皆
様
か
ら
温
か
な
ご
支
援
ご
協
力
を
い
だ
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

若草保育園

旧若草保育所

プール遊び ひな祭り

若草保育園外観運動会

味噌づくり 発表会
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三
葉
保
育
園
長　

橋
詰　
誠
子

　
保
育
と
い
う
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
中
で
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

た
ち
と
出
会
い
ま
し
た
。
初
め
て
の

集
団
生
活
に
戸
惑
い
泣
い
て
し
ま
う

子
、
昼
食
を
食
べ
ら
れ
ず
に
い
る
子
、

そ
ん
な
姿
を
見
せ
た
の
も
つ
か
の
間
、

し
ば
ら
く
す
る
と
園
に
慣
れ
遊
び
出

そ
う
と
し
ま
す
。
次
第
に
友
だ
ち
も

で
き
、
関
わ
る
中
で
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
け
ん
か
も

し
、
泣
く
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
仲
直

り
を
し
、
ま
た
遊
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
繰
り

返
し
で
成
長
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
幼
児
期
は
、
植
物
の
成
長
で
い
え
ば
ま
さ
に
根
っ
こ
を

育
て
る
時
期
で
す
。
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
育
て
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
根
っ
こ
が
し
っ
か
り

し
て
い
る
と
、
そ
こ
か
ら
幹
が
生
え
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
次
に
枝
が
出
て
来
ま
す
。
こ
れ
は
子
ど
も
た
ち
が
興

味
や
関
心
を
持
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
枝
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
枝
に
向
か
っ
て
花
を
咲

か
せ
よ
う
と
し
ま
す
。
根
っ
こ
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
、

一
本
枝
が
折
れ
て
も
す
ぐ
次
の
枝
に
移
っ
て
い
け
る
そ
う

で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
は
無
限
大
で
す
。
探
索
心
や
好

奇
心
を
持
ち
、
た
く
さ
ん
経
験
し
た
り
体
験
を
し
た
り
し

な
が
ら
、
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
保
護
者
の
皆
様
始
め
、
地
域
の
皆
様
に
も
ご
支
援
、
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

三葉保育園

三葉保育園外観

運動会おもちつき

お花見 夜間お楽しみ会

豆まき

子どもの日
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立科町の輝くニュース フラッシュ　NEWS

　２月20日㈬、宇山バイパス矢原工区道路改
築工事の起工式が関係者により執り行われ、
工事の安全を祈願しました。
　事業の全長は、一部現道改良部分も含め
1,670ｍ、幅員等は平成22年度に開通した極
楽坂バイパスと同じもので、平成30年完成予
定です。

　元立科町議会議員橋詰隆文氏(茂田井・88歳)に旭日単
光章が授与され、３月13日小宮山町長より本人に伝達
がされました。
　高邁な政治信念と多大な功績が高く評価されました。
　橋詰氏は、議会議員として３期12年在職し、昭和50
年から昭和54年まで議長を務め、議会運営の円滑化に
尽力し、しらかばスキー場（現：しらかば２in１スキー
場）の開設、統合小学校の開校、保育園の改築など、町
政進展にご尽力されました。
　また、蓼科財産組合議員、佐久広域行政事務組合議会
議長、北佐久郡老人福祉施設組合議会議員、白樺湖下水
道組合議会議員、立科町監査委員、立科町土地開発公社
理事、立科町森林組合理事等の公職も歴任されました。

　国道142号笠取峠の松並木付近を重
点とした草刈り、ゴミ拾い及び支障木
伐採等の活動実績が顕著であるとして、
当町のボランティア団体である蓼科ク
ラブに、平成24年度道路河川愛護活
動知事感謝状が授与されました。
　授与式は、２月27日㈬に佐久建設
事務所において執り行われ、団体を
代表して、田原正道会長と大森一馬
氏が出席されました。
　住民のみなさんには、これからも
道路の維持・美化活動にご協力をお
願いします。

宇

道

山バイパス矢原工区
道路改築工事の起工式が

執り行われました

橋詰隆文氏　叙勲の栄誉

路河川愛護活動知事感謝状を蓼科クラブへ授与



立科町の輝くニュース フラッシュ　NEWS

卒業アルバム 保育園、小学校、中学校、高等学校のみなさん
ご卒園、ご卒業おめでとうございます

千草保育園（22名）

三葉保育園（14名）

立科中学校（79名）

蓼科高等学校（82名）

立科小学校（72名）

若草保育園（10名）
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電 話 有 線
白樺高原総合観光センター 55−6201
中央公民館（事務室） 56−2311 4000
たてしな人権センター 56−2311 2311
こども未来館（児童館） 56−0248 8888
老人福祉センター 56−1825 4091
体育センター 56−3373 3008
立科温泉　権現の湯 56−0606 4126
ふるさと交流館「芦田宿」 4050
交流促進センター「耕福館」 51−4151 4200

救急当番医については、予告なく変更される場合がありますので、有線
放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。休日・夜間
における医療機関等の情報提供　ナビダイヤル  0570−08−8199

連絡先

町のデータ ２月 ２月１日〜２月28日の状況

立科町役場  電話  56−2311  有線 2311
　　　　　  FAX  56−2310

行　事　予　定 保　　　　　健　

4 木 立科小学校入学式（午前）
立科中学校入学式（午後）

5 金 蓼科高等学校入学式

6 土 春の全国交通安全運動（～15日）

7 日
スポーツ少年団開講式
立科町消防団幹部・新入団員合同訓練
スキー場クローズ

8 月 結婚相談会

16 火 赤ちゃん相談室：Ｈ25.1月生	

19 金 無料法律相談会 乳児健診：①Ｈ24.11月～12月生
　　　　　②Ｈ24.5月～6月生

23 火 ３歳児健診：Ｈ22.1月～2月生

27 土 夏山営業開始（ゴンドラ・御泉水自然園）

29 月 県市町村対抗駅伝大会

30 火 結核検診

人口 7,765（−12） 出生 4
男 3,823（−  6） 死亡 13
女 3,942（−  6） 転入 9

世帯数 2,797（−  5） 転出 14

出動
件数

年間
累計

交通
事故 2 3
その他 36 67
合計 38 70

発生
件数

年間
累計

建物
火災 0 0
その他 0 0
合計 0 0

発生
件数

年間
累計

空き巣
等 0 0

乗物盗 0 0
その他 0 2

今　年 最近10年間の平均

気 

温

平　　均 −2.1℃ −0.8℃
最高極日 14.0℃／  2日 14.3℃／10年
最低極日 −16.9℃／17日 −14.3℃／10年

降　水　量 34.0mm 46.6mm
年間降水量 71.0mm 67.0mm
日 照 時 間 172.3時間 168.9時間

人 口 ３月１日現在	 （　  ）内は前月比

気　象

救急 火災 犯罪

4 月町民カレンダー

● 固定資産税（第１期）
● 介護保険料：普通徴収（第１期）

納 税

５月の予定
・ 1㈬・2㈭
　結核検診
・9㈭
　赤ちゃん相談室：Ｈ25.2月生
・11㈯
　第27回蓼北バレーボール大会
・14㈫
　１歳半児健診：
　　　　　　　Ｈ23.8月～10月生

7 日 みまき温泉診療所 東御市北御牧 0268−61−6002
武重医院 小諸市 0267−22−0171
栁橋脳神経外科 小諸市 0267−23−6131

歯科 林歯科医院 小諸市 0267−22−0152
14 日 中島医院 東御市北御牧 0268−67−2777

小諸南城クリニック 小諸市 0267−26−5222
鈴木医院 小諸市 0267−26−1212
御代田中央記念病院 御代田町 0267−32−4711

歯科 甘利歯科医院 小諸市 0267−22−1557
21 日 ひかり医院 小諸市 0267−22−8878

小岩井整形外科 小諸市 0267−26−6788
歯科 佐々木歯科医院 御代田町 0267−32−3938

28 日 市川医院 小諸市 0267−25−1200
田村医院 小諸市 0267−22−0048
御代田中央記念病院 御代田町 0267−32−4711

歯科 ゆみ歯科医院 小諸市 0267−26−2580
29 月 川西赤十字病院 佐久市望月 0267−53−3011

高橋内科医院 小諸市 0267−23−8110
東小諸クリニック 小諸市 0267−25−8104

歯科 松永歯科医院 小諸市 0267−23−8488
3 金 関医院 小諸市 0267−22−2205

桜井クリニック 小諸市 0267−26−1188
御代田中央記念病院 御代田町 0267−32−4711

歯科 おおつか歯科医院 小諸市 0267−24−6480
4 土 矢島医院 小諸市 0267−22−8148

うすだ医院 小諸市 0267−22−0483
歯科 宮澤歯科医院 佐久市望月 0267−53−2515
5 日 小諸厚生総合病院 小諸市 0267−22−1070

御代田中央記念病院 御代田町 0267−32−4711
歯科 あしたば歯科医院 軽井沢町 0267−46−3101
6 月 由井医院 小諸市 0267−22−0327

鳥山クリニック 小諸市 0267−26−0308
歯科 山浦歯科医院 立科町 0267−56−1140

休日緊急当番医 ● 午前９時〜午後５時
　 （歯科  午前９時〜正午）
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